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発 刊 の こ と ば

このたび ｢泡瀬京太郎調査報告書｣ を市民の皆様にお届けする事がで きまして

まことに御同慶にたえません｡

戦後のあらゆるものの不足な不安定の社会情勢の中で,いち早 く保存会を結成

され ,昔なが らの京太郎を正 しく引き継 ぎ,伝承 されて こられました多 くの先輩

の方々の御努力に深 く敬意を表 します｡

泡瀬の京太郎は昭和53年 4月に沖縄市の民俗文化財に指定 され,その後昭和55

年 に沖縄県で初ての県指定無形文化財に指定 されました｡

演舞は , ｢早口説｣｢扇子の舞｣｢御知行の歌｣｢馬舞者｣｢鳥刺 し舞｣か ら

成 り,明治39年 に故喜屋武盛宏翁を中心 とす る万々が､首里のスンガ一芝居か ら

習い覚 えて上演 したのが始ま りだ といわれ,以来 ,村芝居や各種行事の出しもの

として連綿 と継承 されて きました｡

この報告書の発刊が学校､家庭での親子の郷土学習や国際文化観光都市宣言の

沖縄市 を知る為の一助 とな り,同時に文化財の保護活用に一層の ご理解 と御協力

をいただければ幸いだ と思います ｡

最後に当報告書の出版にあた り,ご協力を賜 りました関係各位に感謝 を申 し上

げます｡

昭和 62年 3月

沖 縄 市 教 育 委 員 会

教育長 比 嘉 徳 進



報 告 書 発 刊 に よ せ て

泡瀬の京太郎は,首里の寒川芝居で上演 されていた舞台芸能を役者であった富

里のタ- リーか ら喜屋武盛宏 さんが習得 し,泡瀬の若者に教え,保存継承 されて

まい りました｡

ガン

泡瀬では明治39年 ,葬儀に使われる轟の仕立祝に,余興 として京太郎が始めて

上演 されたのであ ります｡以来,大正 ,昭和 と青年達に継承され,昭和55年 3月

に,沖縄県の無形民俗文化財に指定されて今 日にいたっています｡

泡瀬京太郎の保存 ,後継者育成のために,沖縄市 と泡瀬復興期成会よ り補助金

を頂 き,それを基金にして会員一同,保存会の活性化に努めています｡

京太郎芸能 は,本県や本土の或 る地域にも伝播 され,型を変えて残 っています｡

そこで当保存会 としては,京太郎の類似芸能の比較研究や,そのルーツ,歴史的

背景の探究 ,不明歌詞の解明等を課題にしてとらえています｡ さらに,京太郎芸

能 に,よ り一層の磨きをかけるために,化粧係,衣裳係,地謡 ,ニー トィ,踊 り

辛 ,演技指導者,後継者の育成を行い,組織の強化を図 りたい所存であ ります｡

近年,保存会では青年部の自発的提案によって,施設の慰問公演を行い,お年

寄 りか ら喜ばれています｡また,後継者育成の一環 として,地元の小中学生を対

象 に,子供チ ョンダラーを特訓し,毎年催 される盆踊 りには上演して好評を得て

います｡

申すまで もなく民俗芸能の特色は,地域に根ざし,人々の連帯感を深め,人間

関係の縦横の リレイションシップを強 くし,地域の発展に寄与す るファクターを

持 っているといえましょう｡

泡瀬に京太郎があることに地元のわれわれは誇 りを持つと同時に,保存 と継承

の義務があると受けとめています｡

泡 瀬 京 太 郎 保 存 会

会長 中 地 名 常
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第 1章 概 況

1. 沖縄市の位置と泡瀬の沿革

(1) 沖縄市 の位置

沖縄市は那覇の北方19Kmに位置す る｡当市 は 1974年 (昭和49年 )に美里村 とコザ市が合

併 して誕生 した｡行政区は36ケ字で構成 され,人口 105,067人 (昭和61年11月 1日現在 ),

世帯数 31,073戸である.面積は4,873haで土地利用現況は畑が 800ha,住宅地 477ha,そ

の他の住宅地 180ha,森林および原野 522ha,基地 1,857ha(総面積の約 39.50/o)である.

(2) 泡瀬の沿革

泡瀬は当市の東部 に位置す る集落で,戦前は山原船 が諸物資 を運ぶ港町 として栄 え,また,
※

泡瀬 ラース (ア-シマース )とタルガ- (樽 )の生産地 として も有名であった｡歴史的には,

1903年 に高原村 よ り分離 して泡瀬材が成立,その後幾多の変遷 を経て現在に至 っていろ｡

以下 ,田里友哲氏作成の沿革 を紹介す る｡

※ マースとは方言名で ≠塩 〝 のこと

〔近 世 〕

泡瀬の沿革 を通史的に記述す ることは無理で,したが って本稿 では古地図や文献にみられ

る地名表記の変遷によってその推移 をたどることにす る｡

元禄15(1702)年

琉球国絵図 (幕府撰元祖国絵図)によると,中城湾内の北側に ｢あせ嶋｣ ｢あふ嶋｣の二つ
のち

の無人島があ り,その平仮名表記の ｢あせ嶋｣ はその位置関係か らみて,後の泡瀬であるこ

とは疑 う余地が.'ない｡ したが ってこの ｢あせ嶋｣ は､古地図の地名表記 の初見の ものであるO

寛延元 (1746)年

『美里村史』の著者は,美里間切地 図 (白蟻で喪失 )に ｢あわせ小離｣ ｢あわす小離｣ と

記載 されていたことを記憶 していると紹介 された｡

明和 5(1768)年
はん

泡瀬開拓の祖 と崇敬 される契姓高江洲義正翁が あせ嶋 に入植 されたのが明和5年である｡

翁は読谷山間切の在番 (諸滞在番 )を退官 され ると,いち速 く一家 をあげて首里 を離れ泡瀬

下 りをされた｡当時は士族の転職を奨励す る時代 になっていたか ら,失業士族は首里那覇 を
舌}じゆうにん

離れて田舎へ下 り,士族帰農 を急が ざるを得なか った｡それ らの士族は居 住人 (チ ュジ ュ
ち じん

ー )と呼ばれ,在来の人は地人 (デーンチ ュ)と呼び区別 していた｡居住人で構成 され る集
や どり

落 を屋取 (ヤー ドゥイ )と称 している｡高江洲翁は無人島のあせ嶋 を安住の地 と定 め,農耕

に,製塩 に孜孜 として働 き,あせ嶋の開拓に尽力 された｡か くて泡瀬 210余年の開拓史が始
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まったわけである｡

文化 2年 (1805)年及び文政 8(1825)年

この両年の 『球陽 』巻20の記事 に,始めて漢字表記の泡瀬 とい う地名が見える｡文献で確

認で きる泡瀬地名の初見の もので,したが って地名の起源はこの文献に求め ることが できる｡

元治 2(1865)年

｢琉球国諸嶋之図｣にはすべてカタカナ表記の ｢アセシマ｣ ｢アフシマ｣ とある｡

〔近 現 代 〕

明治 7(1874)年

琉球国全図には ｢アセ島｣ ｢アフ島｣ となっている｡

明治 7(1874)年

『沖縄 の犯科帳』に戸籍 に関す る事件の うち泡瀬 に居住する士族の場合の事情 についての

記濠が ある.首里か ら田舎下 りをした泡瀬の居住人は,農民 と同じ生活 をしていて も貢祖や

課役な どは免除 されるなど士族 としての特権 をもっていた｡それで子供が生 まれ ると,首里

の系図座 まで出かけて, ｢生子訴 え｣(出生届 )をして系図に登藻 して もらうとい う手続 き

をす るわけであるが,たまたまその ｢生子訴 え｣の手続 きをお くれたため裁判沙汰になった

とい う一家の事情が詳 しく述べ られている｡ ここではその内容については割愛す るが､その

頃の任所が ｢美里間切高原村境内泡瀬｣ となっていて,まだ独立 した村ではな く高原村の配

下の印象が強い｡

明治10(1877)年

『沖縄志 』の沖縄 島全図には ｢アゼ島｣ とあ り,同書 の中城城地図には ｢阿瀬｣ となって

充当文字が異字表記 になっている｡

明治13(1880)年

県史20巻 の付岸 の統計概表 (共武政表 )には泡瀬 島 とな り,まだ行政村 (字 )とはなって

いない｡戸数 356,人口男 1,025,女 1,007,計 2,032人である｡

明治17(1884)年
りやく

沖縄県地誌薯には泡瀬島 とある｡ この地誌書は沖縄県師範学校の教育用のテキス トとして

編集 された もので あるが ,文中に ｢泡瀬島ハ製塩の業甚 夕盛 ナ リ｣ とある｡

明治18(1885)年

明治19(1886)年

沖縄県管内図,沖縄本島略図はともに泡瀬 島の表記である｡

明治23(1890)年

この年に刊行 された ｢日本国勢地図｣20万分の 1によると,毛羽式の描図ではあるが,泡

瀬は島ではな く半島状に人工改変 されている｡ この頃に陸続 きになった と考 えてよい｡

明治36(1903)年

この年は土地整理事業が完了 し, これま･での土地公有制か ら私有制 に移行 した画期的な大

変革であった｡今一つは高原村か ら分離独立 して泡瀬村が成立 したことである. このような
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屋取集落か ら独立 して村 となった事例は佐敷町 2例,具志頭村などにある｡明治36年 以後は,

多 くの事例がみられる｡泡瀬の戸数 401戸 ,人口3,012人である｡

明治39(1906)年

｢アーシマース｣の異名で知 られる泡瀬の製塩業は王府時代に始 まり明治,大正 ,昭和,

と変遷 したが,とくに明治期の製造高は県下一で,塩田面積20町 ,製塩戸数 220戸 ,住民の

命 は殆 ど塩 をもってつないでいる状態である｡旧暦 8月15夜の前後に村芝居 を挙行 したが,

それは他村民 との交際的意味を持つ行事であった｡人口 2,945人 ,戸数 498戸｡

明治42(1909)年

前年の明治41年 に特別町村制が公布 され,間切 ･島は町村に,村は字 に改称 される｡琉球

新報の記事によると,戸数 489戸 ,人口3,085人,主なる職業をみると,製塩業 204,製樽

業80,染物屋30,料理屋 5,材木商 9,雑貨屋30,医師 1,郵便局 1,駐在所 1｡

昭和15(1940)年

明治の末期から昭和の前期までは泡瀬隆盛期と言える｡旅館,料理屋,飲食店,屠場,市場

などがあ り,製塩,製樽は泡瀬の基幹 となる職業である｡

-3- 沖縄市
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2. 指定に至る経緯

泡瀬の京太郎は,沖縄県文化財保護条例 (昭和47年沖縄県条例第20号 )第27条第 1項の規

定によ り,昭和55年 3月31日に沖縄県無形民俗文化財に指定 された｡以下,指定に至 る概略

を紹介すろ｡

泡瀬の京太郎 (昭和55年 3月31日指定 )

1. 指定名称 民俗文化財 泡瀬の京太郎

2. 種 別 無形民俗文化財

3. 所 在 地 沖縄市字泡瀬

4. 保存団体 泡瀬京太郎保存会 (会長 田里友吉 )

5. 指定理由

(1) 指定基準

沖縄県文化財の指定 ･認定 ･選定及び選択基準 (昭和52年沖縄県教育委員会告示第 4

号 )

第 5 県指定無形民俗文化財指定基準

2 民俗芸能

(2) 芸能の変遷の過程を示す もの

(2) 税 明

京太郎は,わが国中世に京都 を中心 とした祝福芸が遊歴の芸能人によって沖縄に伝播 した

と思われる門付芸能である｡古 く首里の郊外安仁屋村に住んでいた人々が士族の屋敷や村々

を訪れ,フ トゥキーという人形 を操 る芝居や本土の春駒 ,升斗舞 ,鳥刺 し舞 と同系統の締 り

を演 じていたが,次第にその芸を保持 していた集団が四散解体 し,芸 も消滅 しようとする明

治30年代に,首里の寒水川芝居において舞台芸能 として再編 ,上演 された｡-･-･中略--･

また,京太郎はその様式の一部が組桶 ,民俗芸能にも取 り入れ られるなど影響 を与え,芸能

の変遷の過程を示す ものとして価値が高い｡今 日,泡瀬のほかに宜野座な どで も京太郎は村

踊 りなどで演 じられている｡

( 『文化行政要覧』昭和55年度 沖縄県教育委員会 よ り抜革 )
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第 2章 泡 瀬 の 京 太 郎

1. 由 来

(1) 京太郎について

京太郎は沖縄大百科事典 によると ｢明治初期 ごろまで首里のアンニヤ村を根拠地 として首

里近郊 ,中･南部まで出かけて人形を使って数々の芸を演 じた門付け芸人およびその芸能 をい う｡

京太郎 とは京都 からきた太郎の意で,本土 (京都 )か ら渡って きた といわれている｡祝儀には

万歳 を奏 し余興 に鳥刺 し舞や馬頭 をつけた踊 りを披露 した｡ また俗にフ トゥキー (仏 )と称

す る人形をたず さえて人形芝居を演 じ,ざらに家々で法事があるときには供養の念仏歌 をう

たった｣(当間一郎 )といわれている｡

筆者が今帰仁村諸志で きいた話 を紹介してお く｡明治10年代のことで ある,サンダラー(戻

太郎 )は7月頃よ くやって きた｡笑い顔の面をかぶ り太鼓をたた く者の外,女の人は馬の形

をしているのをつけ4,5人グループでや って きた｡ ウフヤ,ウフヤ をまわ り人形 を踊 らし

てあと室内に入 り仏壇に焼香 し,お経をあげた りした｡家では謝礼 として接待のお茶やチ ャ

ワキは別としてムミンバサ や米を 1,2升贈った｡いくらあげるかは施主が決 めたとい う｡

このことか ら北部 にまで京太郎が足をはこんでいたことがわかるが さらに徳之島にキヨー

ダラ (キヨ-ダ )という芸能があ り,現況の ものは沖縄の京太郎 とは趣 を異にす るが ｢徳之

島町誌｣では京太郎につなが る言葉であることはたしかであると指摘 している｡なお泡瀬に

関連 していえば泡瀬の本字である高原にシー ドゥモーという地名があ り,ここは首里のモノ

クイシー ド一連が各地を旅行するとき高原村一帯での仮泊の地であったとい うことである｡

京太郎や念仏者はいずれ も ｢行脚乞食之類｣ とはなはだ低い評価 をうけ,いわば賎民扱い

であった｡京太郎は門付芸 を主体 とし,念仏者は庶民の葬儀 にかかわることを第一義 として

いた｡それが京太郎 ,念仏者が共に同義語的に人々に理解 されているのはこの両者が首里の

アンニヤ村 という特別な集落 とい うイメージの特定地域に集中居住 していたこと｡京太郎 と

念仏者がいずれ も念仏歌 ,そして法事にもかかわったことに由来す るか もしれない｡

京太郎が必要に応 じて念仏者の役を演 じた可能性は考 えられるが念仏者が必要に応 じて京

太郎 (人形芝居 )を演 じたかどうかについては定かでない｡京太郎 と念仏者は本来別 々で一

念仏者集団は那覇の垣花に も住んでいた一京太郎 (門付芸)が衰微 して念仏者に転 じる傾向が生

じた ことが京太郎 ,念仏者の同一視につながったのではなかろ うか と私は推則 している｡
※注1

このニンブチャーについては15年戦争の頃まで存続 し沖縄の葬式儀礼には不可欠の もの と

して重要な位置を占めていた｡なお,京太郎の沖縄への進出は17世紀が想定 されている｡

1609年慶長の役にさいしてはスパイ役 として事前に侵入 していたといわれることもあるよ
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うであるがその事実関係は別 としてこの頃,つま り16世紀後半頃 もしくは17世紀初期は沖縄各

地を行脚 し人々の関心 をあつめていたという耳新 しい人々 (京太郎 )であった ことをうかが

わせ る｡念仏者の足跡 は八重山まで及ぶが京太郎 もまた渡来は別 として無蔵念仏等か らみて

その影響は八重山まで も及んでいたことが うかがえる｡

なお,京太郎 ,念仏者は宗派 としては浄土宗系 と目されているが法華宗や弾宗 も行者 し人

形まわしや万歳の祝言 をとなえて いたのであるか ら浄土宗 とのみ片づけるのはどうか という

見方 もある｡

(2) 京太郎渡来統括

沖縄への京太郎渡来説話が宮艮当杜によって直接京太郎から採録 されたのが ｢沖縄の人形

芝居｣の中に紹介 されているのでその説話部分を全文引用する｡

京都の街近 くに一つの岩窟があって,そこに貧乏な夫婦 と,その間に生 まれた子供 と3人

で暮してゐた｡夫はその妻が余 りに美人なので,その側を離れて野良で仕事をするのを厭が

っていた｡併 しいつまで もかうしてゐては食 にも困るので,丹念 して漸 く妻の絵姿 を描 き,

そしてそれを畑で自分の仕事をす る目の前に棒を立て ゝ掲げそれを見 なが ら仕事 をするよう

にしてゐた｡か うした日が幾日か続いた｡所が或 日突然施風が襲って来てその絵像を捲 き騰

げて しまった｡夫の落胆は一方ではなかった｡

所 で,その絵像は幸か不幸か,京のお城の庭中へ墜 ちた｡役人はそれを拾 ひ取って驚喜 し

た｡併 しお答 を蒙っては大変だと直にお上へ差出 した｡お上ではこれを御覧になって非常な

る御機嫌,そして仰せられるのには,こんな絵が あるか らには天下何処かにかういふ美人がゐI

るに相違ないと｡それで早速家釆共 を四方へ走 らせて京の内外を探 さしめ られた｡所が却々

見付か らなか った｡時に例の岩窟の中では妻 と子供 とが食事をしてゐた｡そこへ捜索人が踏

み込んで来て,子供を残 して妻女を渡って行 った｡妻の絵像を失って落胆 しなが ら畑か ら戻

って来た夫は,その由を聞いて狂はんばか りに驚 き且つ悲 しんだ｡併 しお上の仰せ とあって

はどうすることも出来なかった｡今まで命 と頼んでゐた妻を奪ひ去 られた夫は,せめて もう
●●●● ●●

一度だけで も妻の顔を見たいと思 ひ,日夜苦心 して遂に人形芝居 と万歳 とを案出し,そして

これを子供にも仕込んだ｡

癒々正月元 日のあした,父子は京のお城へ乗 り込んで目出度 くその新案の芸当を演 じて,

轟 くばか りの拍手 と賞讃 とを浴 びせ られた｡ この時妻 (今はお上の側女 )は早 くも自分の夫
ツ3Llタル

であることに気が付 いてゐていた｡併 し口に出す訳にも行かないので,角袋といふ ものを作

り,その底 の方 に数 多の小判 を入れ,その上にお米を盛って小判 を隠 してや った｡その時

夫 は美々 しく着飾 った天女のや うに麓はしくなった妻の姿 を見てた 拝ゞ脆するばかりであった｡

その後父子は屡々お城へ行 った｡その都度妻 は角袋を作 って例のや うに小判を入れてやっ

た｡幾度か重なる中に到頭発覚 して,父子をこの地に置 くことはお上の御為でないと,遂に
●●●

島流 しに処せ られることになった｡その島が即 ち沖縄島である｡それ以来彼等はチ ョ- トゥ,

タラー(京都太郎)といはれて,人形芝居や万歳や念仏を唱へ,鉦叩きなどをして各地を廻 り歩いたo
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この説話はいわゆる絵姿女房系の説話で沖縄ではこの他 ,多良間で も採集 され恩納村で も
※注2

採話 されているという｡部分的には八重山のヤーマールコ-ザ-説話や沖縄市のカフンジャ-

橋由来に も相通ず るものがある｡

(3) 寒水川芝居 (寒川芝居 )

寒川芝居は首里の寒川に本拠 をおいた商業芝居のことをいう｡ きわめて宮廷芸能の色彩の

濃い ものであったらしい｡

沖縄大百科事典によると1892年 に新設 され 1914年,那覇,首里間の電車開通にともな

い敷地の一部がけず りとられその幕をとじた (宜保栄治郎 )という｡芝居の者は辻の瑞道に

引越 した (｢沖縄風土記首里城周辺｣一新垣恒篤 )といわれているo

この寒川芝居の実際の活動状況につ いて は定 かで は ない｡しか し泡瀬や宜野座の京太郎

はその流れをくみ,石川市伊波の京太郎 も名護市呉我の京太郎 もその系列に属す るようであ

る｡ ｢幸善部落の歩み｣によれば幸善村にったわる竹富節 (別名 ちぢみばや し)の踊 りも寒水川

芝居か らきた ものという｡

寒水川芝居の京太郎は矢野輝雄の ｢よみがえる京太郎 と古典舞踊の手｣(沖縄 タイムス朝

刊 ,78年11月21日)によれば寒川芝居の経営者大礼和尚が舞台化 したものであるという｡
Tヽ

寒水川芝居の劇団は地方巡業 もやったようで 1902年 8月 7日の琉球新報に ｢首里の寒水

川芝居は数 日前中頭郡美里間切泡瀬へ打出だし,目下同地にて興行中なるが初 日以来恩はし

き観客 もな く座主一同余程弱ハ 1)居 る由にて遠か らず同地を引揚 げ何処へか打出す模様な り｣

(沖縄市史第 8巻 )と巡業に きた もののその時は観客が少な く困ったようすを伝 えている0

(4)泡瀬の村芝居

泡瀬村は美里間切高原村の屋取 りで18世紀後半に移住がはじまったといわれている｡現在 ,

沖縄市の字 となっているが,かって製塩業 と奄美や北部の村々あるいは与那原 と結ぶ港として

栄 えた町である｡農村 とはやや趣をことに.した村落であるが村芝居 とい う農村の伝統をとり

入れている｡

本稿の泡瀬京太郎についての話者は泡瀬在住の高江洲義絶 (1895年生 )である｡本稿の

記述は高江洲の話にもとづ くものである｡

泡瀬の村芝居は13ヶ年 ごとに開催す るな らわ しであった｡京太郎踊 りを泡瀬の村芝居には

じめて とり入れたのは高江洲の12才の時で これは強 く印象にのこった村芝居であった という｡

村芝居はまず青年達が開催 したい意向をかためる と字 の有志 に許 可 を求 め る｡ それ を

｢いぐますん｣という. それが 7月盆のときであった - 盆にはエイサーをやっていた- 了

解をとって実際にこの年にや ったのは:9月15日か らで5日間の予定 であった｡

今回の村芝居開催の理由は二つあって一つはコ- (轟 )をしたてたこと,あと一つは村井

戸のわ くを拡張 したことであった｡

それまで泡瀬は葬式 のたびに隣村の桃原村よりコ-を借用していた｡コ-は別称アカンマ-とも

いい泡瀬大工がつ くった｡ガンヤーは現在の泡瀬三区公民館近 くゲー トボール場の処に設け

た｡ コーは戦後米兵に盗まれ今はない｡
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コーの維持管理者 としマテサジ (町佐事 )を2人おいていたo町佐事がガンヤーの鍵 を保

管 した｡町佐事の 1人はニンプチ (念仏者 )であと1人はタカラムンムチャー (タカラムチ)

というコー道具 もらである｡ この 2人に対 して 1日交代で町佐事の仕事 を与えた｡町佐事の

仕事は泡瀬の町小 (マテグ ヮ～)の掃除にあたることであるが同時に泡瀬の町小にカ ミアチ

ネ-でバ-キに芋 を売 りに くる者のみか ら町小使用料 としてイモを2個,もしくは一銭を徴収

し自己の収益にす ることを認めていた｡

井戸 はア-シヌヌ ミミジガ-(飲料水用井戸)といい当時泡瀬の井戸はここ1ヶ所であった｡

泡瀬の村芝居は手踊 り(羽蹄 り), テ ィー(空手 ),狂言,棒,組踊 りがあ り,今回新た

にチ ョンダラーをとり入れることになった｡手踊 りの演 目は数かぎりなくあった｡泡瀬の村

芝居でやった狂言にはイーパルヌチンヌクジューシー, ン-ルーキ ョ-ギン,グーンミキョ

ーギン,魚釣 りキョ-ギン等々があった｡組桶はグサマルとム トゥブであった.この京太郎

をとり入れる前回の村芝居の時はムラパルと久志の若按司をやったと伝 えられている｡

村芝居はそれぞれ分担を決めたが女は村芝居へ出演す ることは認めなかった｡

京太郎 を演ずることになった人達は泡瀬婿で寒川芝居 ヤンリ(イェ-ダニの芝居 )のフサ

トユヌタ一･)-(屋号 フサ ト,名は不詳 )が泡瀬に住んでいたのでこの人か ら京太郎を習 った｡

(なお,今までの泡瀬 京太郎の 報告 では首里の寒水川芝居へ習 いにいったと記 されている

の もあ り,また寒川芝居が興行に来た とき習 った ものを村芝居で復活 させたいというのもあ

る )師匠であるフサ トユヌター リーは寒川芝居ヤンリだったため相当さびしい練習であったと

い う｡

村芝居は警察の許可 も得て9月15日か ら5日間の予定で毎日昼3時頃か ら夜の12時頃までや
●

ったが大評判 とな り,結局 2日間延びて 7日間やった｡場所はアシビナーである｡

アシビナーはビジュルの東側,水産組合にい く入口の附近にあって600- 700坪の面積が

あ り,池 もあった｡

高江洲義絶によると京太郎は敵討ちのために京太郎に しくんでその道行を描いたものであ

るという｡第 1回目の京太郎では敵討 ちの場面 もあったが現在の泡瀬京太郎はその部分 を割

愛 して上演 している｡

はじめて京太郎をしくんだ村芝居の時,:あ る人 が舞台の上で ｢カーンフイケ-ティ(カー

ンチュクイケーティ)イズ ミワキンジュル ムラヌサカイ｣ と詠んで拍手喝釆 をあびて評判に

なったという｡

村芝居のナカウドゥイでゴサマル (組踊 )をだ しその次 に京太郎 (夕方 6時頃 )をだ し最

後はムトゥブ (組踊 )であった｡この順序は大体決 っていた｡なお京太郎の上演時間は1971

年 5月14日コザ琉米親善センターでひらかれた中部地区民俗芸能大会の予定プ リン トでは所

要時間60分 となっている｡

初演以来,芸能 としての泡瀬京太郎はたびたび上演 され現在に継承 されている｡なお上演

記録 は ｢泡瀬 京 太郎｣に詳 しく記録 されているので参照 されたい｡なお義絶によればコー

ヌニンチである13年忌や25年忌にも京太郎を演じ,25年忌にはコ-の色を塗 り変 えたという｡コ
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-の各年忌には教々でガンモーしてか ら村芝居をしたということである0

2.構 成

泡瀬の村芝居は他村 と同様出演者はすべて男性であった｡女役は ｢女形｣ ということにな

る｡高江洲義絶によればはじめて泡瀬に京太郎 を と り入 れた時 の人数 は楽屋での大太薮打

ちや三味線を除いて,出演者はワザニン24人,ヤチメ-1人,･ウヤカー1人, ウマモーラシ2人,

ニー トイ1人であったと記憶 しているという｡現在はウヤカー役やヤチメ一役は欠いている

のでワザニン,ウマモーラシ,ニー トイが出演する.勿論今 も出演者は青年男子である｡舞台

上 に出演する者 はニー トイ1人と馬舞者 2人は固定 していてワザニン(踊り手 )は決 った人数

ではな く9人 とか29人 とか必要に応 じて増減 していて特に定 めた人数はないようである｡

3.組 織

1958年泡瀬京太郎保存会が結成 された｡会則 も制定 され顧問,正副会長,書記 ,会計,

監事 ,理事,演技指導部長等がおかれている｡ことあるごとに上演 されていて現在 しっか り

した休勢が整 っている｡なお詳 しくは本書別項 ｢泡瀬京太郎保存会の組織及び沿革｣ を参照

されたいく了

4.紛裳 ･楽器 ･道具

衣裳については前川守夫の ｢泡瀬の京太郎｣によくまとめられているのでそれか ら紹介 し

ておきたい｡ ｢衣裳は太鼓打 ちが白の胴衣に黄茶色の陣羽織 ,股割れの赤紫色の陣袴,焦茶

色の胴帯,青色の頭巾 (帯 ),白黒の縦縞の脚秤,黒色の足袋で馬舞者 は陣羽織の色が緑で

他は太叢打 ちと同様な衣裳である｡踊 り手は白の胴衣に黒の着物 ,赤紫の胴締帯,青色のタ

スキ帯および頭巾,黒の足袋姿で,踊 りの小道具 として用いるのは太黄打 ちが太黄とバチ(2

本 ),馬舞者が赤 い手綱 (帯 )をつけた木馬,踊 り手が黒塗 りに3つ邑を描いた陣笠,扇子

(1本l)｣である｡

高江洲 義絶 によ ると以前は素足で脚秤であった (1940年の写真では足袋をはいている)

髪 もマヤ-ガキして ｢サージかんて い｣やった｡現在の髪型とは若干異 っていると思 うとの

ことであった｡

5.設 備

上演のための特別な設備は必要 としない｡芸能が演 じられ る適 当な広 さがあればよい｡現

在は舞台芸能 として演 じることが普通である｡

6.芸 態

芸態について も前記,前川守夫の ｢泡瀬の京太郎｣か ら要約 し紹介する｡

京太郎演目は早口説 ,扇子の舞,御知行の歌,馬舞者 (狂言 ),鳥刺 し舞の頓で演 じる｡
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早 口説 は扇子の舞いまでの体勢を整えるため の出羽の舞いである｡頭に陳笠 を被 り,扇子 を

帯にはさんだ踊 り手の集団が右手 よ り一人一人列 して地 謡 の三 線 の音 曲 に合わせて勇まし

く登場す る｡

最後の音曲が止む と踊 り手 は一斉 に中腰で舞台の下手寄 りに縦隊 に座 し太鼓の合図 を待つ｡

最初の ｢ボン｣の一打で立 ち ｢ボ ンボン--｣の連打の合図で舞台の上手の方へ横隊の形 を

と り,扇子 を右手 に持 って額衝 く姿勢で扇子の舞の詞曲を待つ｡ 『ア ッパ リガヤ リカ リ』の

太鼓打 ちの曲 とともに扇子 を開いて舞 いが始 まる｡扇子 の舞が止 むと繭 り手は扇子 をもとの

位置 (胴帯 にはさむ )に戻 し,頭 の陳笠の顎紐 を解 いて右手に移 し持 ち左足膝 を地に着け,

右足膝 を立て る姿勢で御知行の歌の動作に入 る｡ 『ン- ン,マタヨウネ』の太黄打 ちの詞曲

で踊 りが開始す る｡御知行 の歌の踊 りがおわると馬舞者が交互 に台詞 を述べつつ道化狂言 を

演 じる｡それが終わると入れかわ る形で桶手の集団が下手か ら陣笠 を腰 の帯に結んだ姿で登

場 し,烏刺し舞を演じて京太郎踊 りを全て終了す る｡

7. 特 色

泡瀬の京太郎芸能は沖縄各地を遊行 した門付芸能 (京太郎 )とは性格 を大 きく異に してい

る｡下級宗教者た る京太郎達の人形芝居 は彼 らの生活の維持 をふ くめて門付祝福芸であった

のに対 し,現在の泡瀬京太郎は門付 とい う機能はな く人形その もの も使 わない｡目的におい

て基本的に異なる性格になっている｡

現在は一つの舞台芸能 - 但 し村芝居 という民俗上の位置は別 として- とい う位置に変

わ っているのである｡

宜野座 ,伊波 ,呉我等の京太郎芸能は消滅 した寒 川芝 居 の上 部 をい ま に継承している点

で も重要である｡宜野座や伊波等の京太郎 は泡瀬の京太郎以上 に寒川芝居の姿 を継承 してい

るといえるが泡瀬京太郎は一部省略 した反面 ,よ り洗練 されたそれだけで もす ぐれた舞台芸

能 としての美 をも備 えもつよ うになっている｡

遊行芸の京太郎 を寒川で舞台演芸 に仕立てたとき,基本的には遊行者達の京太郎芸能 を踏

襲 したはずである｡ したが って消滅 した遊行者の人形劇京太郎について考察す る上に欠かせ

ぬ重要な手がか りを現在 に伝 えていると患われ る｡

また沖縄 は地理的 ,社会的に文化の十字路 的な一面を もち南方系や大陸系,あるいは北方

系 (日本 )の芸能が交錯す る位置 にあ る｡京太郎芸能は北方 (本土 )と沖縄の宗教及 び芸能

にかかわる一面をも今に伝 える役 目をはた してい るといえる｡

8. 京太郎関連文献目録

(1) ｢琉球 の音楽芸能史｣(1959年 )山内盛彬 ,民俗芸能全集刊行会｡

京太郎 (口絵 ), 京太郎 (項 目 )79-85

(2) ｢南島研究 9号｣(1968年 )南島研究会｡

沖縄の人形芝居- 泡瀬 のチ ョンダラー (当間一郎 )24-34頁
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(3) ｢沖縄の芸能｣ (1969年 )三隅治雄編邦楽 と舞踊社｡

京太郎 (83-84)｡ 京太郎 (507-508)｡ 宜野座の京太郎 (508-509)｡ 泡瀬の京

太郎 (509-510頁 )

(4) ｢組蹄の世界｣ (1972年 )当間一郎,錦友堂写植｡

沖縄の人形芝居- 泡瀬のチ ョンダラー (221-244頁 )

(5) ｢コザ市史｣ (1974年 )新屋敷幸繁,コザ市役所

京太郎 (936-937頁 )

(6) ｢沖縄市の文化財第-集｣沖縄市教委,泡瀬の京太郎 (34-39貢 )

(7) 殿元良筆編本着色花鳥図,紙本着色雪中維子の図,有形文化財に指定,県教委泡瀬の京

太郎は諮問 (琉球新報朝刊,79年 3月26日)

(8) ｢盛 り上がる舞台京太郎に迫力- きょうか ら郷土民謡 と演劇｣(新報朝刊79.4.23)

(9) ｢泡瀬の京太郎沖縄市の文化財に｣ (新報朝刊, 1979年 4月19日 )

80) ｢民俗芸能公演｣ (第 8回県芸パンフ)(1979年 )

京太郎 (宜野座 )(12-13)｡ 京太郎 (伊波 )(16-21)｡ 泡瀬の京太郎 (22頁 )

的 ｢泡瀬京太郎｣ (1980年 )泡瀬公民館刊 ?

あいきっ,祝辞,感謝状贈呈者の紹介(1)｡京太郎 を観て- 山内盛彬(9)｡泡瀬村の由

来記一 当兵勲 (10)｡ 軌道口説 (14)｡ 泡瀬京太郎の由来一 当真勲 (15)｡泡瀬京太郎

の謡 (16)｡ 海瀬京太郎の歌詞 (20)｡ 京太郎歌詞の比較一 当真勲 (30)泡瀬の京太郎

無形民俗文化財に指定 される (49)泡瀬京太郎の沿革 (52)｡ 泡瀬 京太郎 保存会 会則

(54)｡ 泡瀬京太郎保存会役員名一覧 (56)｡ あとが き(58貢 )0

09 ｢県教委泡瀬の京太郎を指定,無形文化財に｣(沖縄タイムス朝刊,80年 3月26日 )

的 ｢京太郎に観客 うっ とり一無形文化財指定の記念公演｣(新報朝刊,80年11月11日 )

的 ｢泡瀬の京太郎を無形民俗文化財に一 県教委が指定を承認｣(新報朝刊,80年 3月27日)

¢尋 ｢楊梅 4号｣ (1980年 )コザ高校｡

泡瀬の京太郎 (前川守夫 )14-20頁

鵬 ｢民俗芸能公演｣ (第10回県芸パ ンフ)(1981年 ).

沖縄市泡瀬の京太郎 (lo員 )

的 ｢沖縄の文化財｣ (1984年 )沖縄県教育委員会｡

泡瀬の京太郎 (97頁 )

㈹ ｢京太郎｣ (上演パ ンフ )(1986年 )沖縄市教育委員会｡

あいさつ(1)｡ 泡瀬京太郎公演によせて一 中地名常 (2)｡京太郎の起源について一 当美

勲 (31 泡瀬京太郎の由来(4)｡早口説,扇子舞,御知行の歌,馬舞者,烏刺舞(5)0

89 ｢しまうた 7号｣ (1980年 )しまうた文化研究会.

沖縄市古謝村の京太郎 (崎原恒_節 )(30-33頁 )

餌 ｢日本民俗学大系 (9)｣ (1962年 )平凡社｡

京太郎 (項目一本田安次 )(271頁 )
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餌 ｢勝連村誌｣(1966年 )福田恒禎-,勝連村役場｡

京太郎 (項目)(329-330)

⇔ ｢新編風土記首里城周辺｣ (1972年 )新垣恒篤 ,自費出版｡

房太郎の馬舞者 (339-341)｡ 馬舞者後 日物語 (342-344頁 )

餌 ｢沖縄県史23-民俗 2｣ (1973年 )沖縄県教育委員会｡

京太郎 (196-204)｡ トイサシメ- (205-207頁 )

糾 ｢呉我誌｣ (1976年 )呉我区.

チ ョンダラー (義民 )(245-246)｡ チ ョンダラーの由来 (246-247頁 )

餌 ｢芸能の流転 と変容｣ (1976年 )池田弥三郎,実業之 日本社o

こ とはぎ(124- 135頁 )

餌 ｢石川市誌｣(1976年 )石川市役所o

伊波の京太郎 (410-417頁 )

的 ｢よみがえる京太郎 と古典舞踊の手｣矢野輝雄｡ (タイムス朝刊,78年11月21日 )

餌 ｢まつ り34号｣(1979年 )まつ り同好会｡

上平川の大蛇踊 り(仲宗根幸市 )281頁

錦 ｢与那城村史｣(1980年 )新屋敷幸繋,与那城村役場O

京太郎 (100頁 )

榊 ｢市民のひろば｣ (1980年 )名護市報縮冊版.

呉我のチ ョンダラー (池宮正治 )3101311頁

(31) ｢故里は語 る｣(1982年 )宜野座字誌o

宜野座の伝統芸能京太郎の紹介 (118-124頁 )

(32) ｢沖縄大百科事典 (中)｣ (1983年 )沖縄タイムス社｡

京太郎一 当間一郎 (801-802頁 )

(33) ｢沖縄大百科事典(下)｣ (1983年 )

ニンブチ ャー (島尻勝太郎 )(142頁 )

(u) ｢沖縄諸島 (中部北部 )の民俗芸能｣ (1985年 )沖縄県教育委員会｡

宜野座村の民俗芸能一宜野座の京太郎,大域学 (121-132頁 )

(35) ｢琉球 と袋中上人｣ (1924年 , 1958年再版 )だん王法林寺｡

チ ョンダラー (21-22頁 )

価) ｢具志頭村史｣ (1961年 )具志頭村役場.

鼓名城の獅子舞 と京太郎 (375-377)

(n ｢ぐしかわ今昔物語｣(1966年 )安座間裕.

上江洲村の獅子舞と京太郎 (132-133)

(3) ｢折口信夫全集第16巻｣ (1967年 )中央公論社｡

にんぶちゃ-｡糸満 (146-150頁 )

(39) ｢徳之島町誌｣(1970年 )徳之島町役場｡
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キ ョ-ダラ(マンキヤ踊 り)(611-612頁 )

(40) ｢琉球史料叢書(1)｣(1972年 )横山重,東京美術｡

琉球国由来記一京太郎 (140頁 )

(41) ｢日本民俗誌大系第 1巻｣(1974年 )角川書店.

｢沖縄の人形芝居｣(宮良当壮 )227-279頁｡

はしがき(232). チ ョンダラーの発見 (232)｡ アンニヤ村訪問 (233)｡ アンニヤ

村の生活 (233)｡特殊名称の解釈 (234)｡人形遣いとしてのチ ョンダラー (235)0

人形及びその他の舞台装置 (237). チョンダラーの起源 (238)｡ 由来話に関連す る

出し物三種 (240)｡定文句三種 (244)｡ その他の出 し物 6種 (248)｡京太郎詞曲

集 (269)0

(42) ｢金城朝永全集 (上)｣ (1974年 )沖縄タイムス社o

沖縄の人形芝居 ｢京太郎｣詞曲の原歌その他 (462-476頁 )｡琉球の人形芝居 ｢京太

郎｣の ｢馬刺 し舞｣の詞曲について (476-483)0

㈹ ｢沖縄芸能史話｣(1974年 )矢野嘩雄,日本放送出版協会｡

漂泊の芸人たち一京太郎- (69-86)

(44) ｢沖縄文化研究 2号｣(1975年 )法政大学沖縄文化研究所｡

沖縄の人形芝居- チ ョンダラー芸能 と念仏歌 (池宮正治 )(143- 190頁 )

(45) ｢日本庶民文化史料集成第11巻｡南島芸能｣(1975年 )31書房｡

沖縄の人形芝居 (池宮正治 )(479-512頁 )

㈹ ｢沖縄民俗同好会報21号｣(1975年 )沖縄民俗同好会｡

サンダラー (今帰仁村諸志 )(崎原恒新 )(4-5頁 )

(仰 ｢伊波普猷全集(7)｣ (1975年 )平凡社｡

京太郎詞曲集について ( ｢琉球古今記｣)(314-324頁 )

㈹ ｢伊波普猷全集第(8)巻｣(1975年 )平凡社｡

京太郎 (項目一琉球戯曲事典 )(76-77頁 )

(49) ｢奄美の文化｣(1976年 )島尾敏雄 ,法政大学出版局｡

徳の島 ｢キヨーダラ節｣考 (小川学夫 )(400-407頁 )

(a)) ｢沖縄の外来宗教｣(1978年 )窪徳忠｡弘文堂.

ネンブチャー (島尻勝太郎 )(183-215頁 )

(51) ｢官長当壮全集09｣(1980年 )第-書房O

沖縄の人形芝居 (初版,1925年 )(1-120頁 )｡ 沖縄の人形劇京太郎の思い出 (123

-126頁 )｡沖縄の人形芝居のことか ら- チ ョンダラーは大和下 りの芸能 (127-133頁)

(52) ｢宮艮当壮全集月報第 2号 (1980年 )～宮良当壮全集月報13号｣

資料 ｢沖縄の人形芝居｣を読みて (比嘉盛章 )

(53) ｢官長当壮全集月報(2)｣ (1980年 )

宮良当壮先生 と ｢沖縄の人形芝居｣ と私 (池宮正治 )(3-5頁 )
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64) ｢宮艮当壮全集月報(6)｣ (1981年 )

｢沖縄の人形芝居｣に関す る資料 (書簡 )(伊波普献 )(6-7頁 )

65) ｢沖縄芸能文学論｣(1982年 )池宮正治,光文堂｡

沖縄の遊行芸 (チ ョンダラーとニンブチ ャー )(168-188頁 )

脚 ｢沖縄の人形芝居 『京太郎』の研究｣(1984年 )宇野小四郎,現代人形劇センタ-0

沖縄の首かけ箱廻 し京太郎(1)｡チ ョンダラーという名称 と由来讃(4)｡渡来伝説にっ

て (13)｡ アンニヤ村のフレゥキマーシー (20)｡京太郎の芸の実際 (33)｡所演 とそ

の内容 (62)｡結論 (100)｡ あとが き(101頁 )0

67) ｢宜野湾市史(5)資料編 4)(1985年 )宜野湾市役所.

仏まわしと京太郎 (551-552頁 )

蜘 ｢万歳敵討｣ ｢まんざい｣ ｢奥山の牡丹｣

※ 文献は書名 ,刊行年,著者 または編者 ,出版社 ,論文名 (項 目名 ),筆者 ,頁の順で

記 した｡

注 1. 〔15年戦争 〕(1931-1945年 ) 満州事変 よ り太平洋戦争まで継続 された戦

争の総称｡

注 2. 〔ヤーマールコ-ザ-,カフンジャー橋由来 〕

離別 した妻か らゑみをうける部分,但しここでは偶然のであいとなっているし,

妻への未練 はない｡
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9. 泡瀬京太郎の歌詞 と糞許について

○採譜において,昭和31年の轟音 (地謡 ･･佐久本嗣幸 ･田里友吉,音取 り:高江洲義夫 ,局

舞者 :享屋武盛光 ･渡嘉敷直郎 )と昭和46年の録音 (地謡 :伊佐美徳 ･享屋武盛光 ,音取■

り:石原昌林,馬舞者 :兼島兼福 ･渡嘉敷直郎 )資料を参考にしたが,楽譜は調性,テン

ポの安定度 を考慮 して昭和46年 の轟音によ り近いもの となっているo

o｢馬舞 さ-｣ に関 しては,二人の馬舞者の掛け合いで音楽的旋律ではないので,楽譜は作

成せず歌詞のみの記掛 ことどめた｡昭和46年の資料は舞台で演 じられているものの録音で,

かな りの演劇性 ,ア ド･リブ的掛け合いが追加 されているので,従来の資料など(例えば

昭和40年 日本コロンビアよ り発売 された ｢沖縄総覧｣の解説書に記 された歌詞 )を参考 に

して記述 した. (この部分は昭和31年の轟音資料により近い｡)

○歌詞の表記はひらがなに統一 し,掛け声のみかたかなで表記 した.

o曲は規則的 ,かつ不規則的繰 り返 しが多いので,譜面上はで きるだけ繰 り返し記号を用い

て譜面 を簡素化す ることに努めたが,曲全体の流れは歌詞 を参考にしていただきたい｡

O｢早口説｣は三味線伴奏を伴 うので三味線譜をつけ,名音の下に工工四表記の譜号 を記 し

た｡

糞 譜 凡 例

i
4
P
E
;

3)
♪

X

I.))t
l

.I))

-一昔のみに有効 なポルタメン ト

-二音間のポルタメン ト

声寸ノー
掛l

〇〇〇〇〇〇〇〇〇oo･ -太鼓の流 し打ち

｡ ｡ ｡ - r 昆 0 0 - 良 O -よ

｢泡瀬京太郎 ｣の歌詞

′ヽヤ ク ドゥチ

① 早 口 醗

1. さていむうちゆやあさましや

さて いむうちゆうやあさましや

2. み ぐりみぐりとうあらたまる (繰返 し)

3. うみぐあゆひちあざすいがたに (繰返 し)

4. 京太郎 Lがたにうちやちり(繰返 し)

5. い さみいさみて立 ち出 じる(繰返 し)
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Q f ･21-

② 御 知 行

1. ん-ん あっぼ りがや りや り
ウirコー

きしみ くゎん う 御主 うがでいそ らい

にだ りぬまちにゃ

あ-ちゃん くまさいな ら- りち- りとぅ

ま-しまっさい さ- しさっさい
ウ チ タ3- ハ ツビヤクハチリ1

御知行や八百八十やむん じんな らびぬ

たいひゃ-ん-や-

ちょ- どぅな らびぬ うゆ えぬまざいや

つか しん さ-まざいな

うひゃくせ さ-まざいな

うみ ぐぁび さ-まざいな

うみゆや さ-まざいな

は るまで さ-まざいな

ん-ん またよね うして-まで いぬ

み-さいな (ハ ッ′ )

うして-まで いぬみ- さいな (ハ ッ′ )

うして-まで いぬみ- さいな

イチ マンダーク ウ チ t/-

2. ん-ん -万石 ぬ御知行 わ きみ

-万石 ぬ御知行 わ
イチ ▼'/ イツ コタイツ トウイツ ス イチ ゴー イツサタイツ

一万一石一斗一升一合-勺- さらまで いや
II
耳 ぬは一にるうーさみ る

うさとぅいわた しぬた-まいた- くぬ

た-まいた (ハ ッ′ )

うして-まで いぬみ-さいな (ハ ッ′ )

うして-まで いぬみ-さいな

ニー マン タタ ウ チ ヅ-

3. ん-ん 二万石 ぬ御知行 わ きみ

二万石 ぬ御知行 わ
ニー マン ニー 〆ク ニー トウこ-ツス こンゴーニーシャクエー

二万二石二斗二升二合二勺二 きちまで いや
it
耳 ねは一にるうーさみる

うきとぅいわた しぬた-まいた-くぬ

た-まいた (ハ ッ′)
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うして-まで いぬみ-さいな (ハ ッ′)

うして-まで いぬみ-さいな

サ ン マン タタ ウ チ ./-

4. ん-ん 三万石ぬ御知行わ きみ

三万石ぬ御知行わ
サ ンマン ナ ン〆クサン トウサ ン ス サンゴー サ ンシヤクサン

三万三石三斗三升三合三勺三 きちまで いや

耳 ねは一にるうー さみる

うさとぅいわた しぬた-まいた- くぬ

た-まいた (ハ ッ′ )

うして-まで いぬみ- さいな (ハ ッ′)

うして-まで いぬみ- さいな

･2- -エソ .}一一ルサ

5. ん-ん 十人て いわ十六たん きみ

くんにんて いわる くたんば

くがにむたん ざむ たか らむ

ら-んちくいて いぬ くいがすいて いぬ

あーわ した- くぬあーわした (ハ ッ′ )

あ-わした- くぬあ-わした (ハ ッ′)

あーわした- くぬあーわした

ンマ メー

③ 馬 舞 さ - (二人の馬舞者 による掛け合 い )

穀太黄 (〇〇〇〇 ｡ ｡O･････-･･)流 し打 ち
メー′ヾ′レ

｢ビー ひゃ-ビー 前原お-ぎ ちゃん くろずそ- う-ね おろろから ど-ひ

や-ビー｣

｢前原お-が- よ-が-ひ-が- ビーひゃ-ビー きたいく-たいえんだんま｣

(穀 太鼓 )

｢うるくうるるか ち か ちぬはなか ちみん ぐぁち わたんじゃ-わたい くぁ- ち

ビーひゃ-ビー｣

｢うろ くうちくぁて い か らぬはなか らくぁて い わたん じゃ-んかい うていて

い んぶ くぁち ビーひゃ- ビー｣ (※太鼓 )

ナーフT
｢あれまたん ビーひゃ- ビー 那覇 ぬまちぬ み しげ-て いわ み しげ-す りと

-てい いみ しぇ-るくとぅぬ ビーひゃ-ビー｣

｢那覇ぬまちぬ い- じぇ-うにげ-す りと-てい お-えーがん ビー ビーひ
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早-ビー｣ (※ 太鼓 )

シチ十

｢あね ひゃ- ビーひゃ- ビー 下 ぬななまじり て- くくに うっちゃる たな

は るだ- ぐ きたい く-たい えんだんま ビーひゃ-ビー｣

ウイー ナナ

｢上ぬ七 まか い 下 ぬ七 まかい たなは るだ - ぐが わたぶ-なるが うちくぁ

て い ど-しビー｣ (※ 太鼓 )

｢しどぅせ-ふ くぁん き ぬいふな く い- りききうい さ ビーひゃ- ビー｣

チ十′ン1ン′ンt
｢しい ビー くんの うい 北谷読谷山 ビーひゃ-ビー｣

トー
｢あれまたん ど-ひゃ- ビー (※太黄 ) 唐か らぬ うあられむぬ らゃなび

くるかにや っ くぁん しぐへん ちゅ-か- まかいす- り- と-づ-か-

と-ど ぅっ くい あ-ちれ-むん ビーひゃ- ビー｣

･r▼ rウ

｢大和か らぬ うあらで-むん まかいす- り- きりはん Lはん し うまぬ きり

わて い ビーひゃ- ビー｣ (※ 太鼓 )

｢あれまたん ど-ひゃ- ど- や らめ- ぐぁ-た- うあちれ もの き りはん

しいが に L や ちむんば- らん く- ビーひゃ- ビー｣

｢や らめ- ぐぁ-た- うあ らで- もの き りはん Lはん し うまぬ きりくるち

ビーひゃ- ビー｣ (※ 太鼓 )

｢あや -め-た- うあ られ- もの くん もん う-ぱ- らに い一つ しい ぐ ど

-ひゃ-ビー｣

｢あや-め-た- うあらで もの み-ぱ- ら- を-ば- ら- か らくいまち

ぷ い ど-ひゃ- ビー｣ (※ 太薮 )

｢あれまたん ビーひゃ-ビー しむぬみ- く さ -ば-ち- ぐぁ-た- うあ ら
ロクサク サンビ十ツチ

れ- もの 六尺 ひ らた ぐ-し一 三百斤かか ゆ る よ-が-みじくぶさ- 馬 ぬ

きりば ら ビーひ ゃ- ビー｣

｢しむぬみ- くさ-ぱ-ち-た- うあらで-もの 三百斤かかゆる よ-が り

あや -わ 馬 ぬ きりくろちうちくぁて い ビーひゃ-ど-｣ (※ 太鼓 )

｢あねまた ひちむど ぅち むと ぅぬ さまひじゃ-んか い け-ていいきがるやる｣

｢あねまた ひちむ ど ぅち す -ぎー じうがまち や-かいけ-で いわるや る

ビーひゃ- ビー｣ (※ 太鼓 )

④ 烏 さ し 舞

さん と ぅりさ- しぬみ- さいな (ハ ッ′ )
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さん とぅりさ-しぬみ-さいな (ハ ッ′)

さん とぅりさ-しぬみ-さいな (イヤ′)

さん とぅりさん とぅり

ちん ぐるまん ぐる ちんだん らんだん

ば-やば-や そ-や うっとぅい

うっとぅいた- くぬ うっとぅいた (ハ ッ′)

さん とぅりさ-しぬみ-さいな (ハ ッ′ )

さん とぅりさ-しぬみ-さいな

フチ カ

1. ん-ん 二 日ひにわきみ 二 日ひにわ
マ-チ シチ十

ゆたか くんが らさ くん松 ぬ下に
■-

が らさ-が る居 ちょ-るい

が らさ-が る居 ちょ-るい

はにぬ下か ら あーしたま-が る

とぅ-いちま

す りて いむす りて いむ

うっとぅいた- くぬ うっとぅいた (ハ ッ′)

さん とぅりさ-しぬみ-さいな (ハ ッ′)

さん とぅりさ-しぬみ-さいな

aツ カ

2. ん-ん 四 日ひにわきみ 四 日ひにわ

ゆたか くんが らさ くん松 ぬ下に

が らさ-が る居 ちょ- るい

が らさ-が る居 ちょ-るい

はにぬ下か ら あーしたま-が る

と ぅ-いちま

す りて いむす りて いむ

うっと ぅいた- くぬ うっとぅいた くハ ッ′ )

さん とぅりさ-しぬみ-さいな (ハ ッ′ )

さん とぅりさ-しぬみ-さいな

ナン カ

3. ん-ん 七 日ひにわきみ 七 日ひにわ
′ヽシ

なが らぬ橋か ら うー しんぽ-じん

うん ぐるみ うすて いるうん ちゃ りば

しじみ-が る居 ちょ- るい
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しじ̀み-が る居 ちょ-るい

はにぬ下か ら あー したま-が る

とぅ-いちま

す りて いむす りていむ

うっとぅいた- くぬ うっとぅいた (ハ ッ′ )

さん とぅりさ- しぬみ-さいな (ハ ッ′)

さん とぅりさ- しぬみ-さいな
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(2) 御 知 行
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(4) 鳥 さ し 舞

巷 莞 語 長 呈 ､･無 塩 rJf漂 蛮 習
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第 3章 京 太 郎 の 分 布

1. 県内の分布

県内の分布状況を把握するため,市町村教育委員会55ヶ所 にアンケー トをお願いした｡

アンケー トは,①京太郎について聞いたこと(ある･ない ),②各市町村において京太郎を

行 った集落 (ある ･ない )等の調査項目で実施 し,回答は28市町村か ら得 られ,回答率は50

%弱である｡回答にもとず く分布が第 1表であるその中で も,名護市 ･石川市 ･読谷村 ･勝

連町 ･与那城村 ･那覇市 ･佐敷町 ･石垣 市の 8市 町村か ら貴重 な報告 を賜わったので,第

2表で紹介する｡なお,今回の調査は調査項 目･整理資料等,かな らず Lも満足のいくもの

ではないが ,これを機会に将来,市町村単位で京太郎詳細分布調査を行なうきっかけにで も

なれば幸いである｡

京太 郎 分布 調 査 ア ンケ ー ト調 査
rヽ

Ⅰ 京太郎について聞いたこと

A.あ る

(丑 い つ

② どこで

③ 誰か ら

④ 住 所

Ⅱ 当市町村において,京太郎を行った集落

A.あ る

① 現 在 あ る か

② いつ頃まであったか

③ 伝 承 者 は 健 在 か

B.な い

Ⅲ 傭 考 柵 (メモ )

B.な い
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No. 調査 地 京 太 郎 に つ い て Na 調 査地 京 太 郎

に つ い て行った集落 聞いたこと 行った集落

聞いたことあ る な い あ る な い

あ ろ な い あ る な い1 国 頭 村 ○ ○ 28 糸 満 市

2 大宜味村 ○

○ 29 大 里 村3 東 村 30 与那原町

○ ○4 今帰仁村 31 佐 敷 町 ○ ○

5 本 部 町 ○ ○ 32 知 念 村

6 名 護 市 ○ ○ 33 具志頭村 ○ ○

7 恩 納 村 34 玉 城 村

8 宜野座村 3

5 伊是名村 ○ ○9 金 武 町 ○ ○ 36伊平屋村

10 伊 江 村 37

粟 国 村 ○ ○ll 石 川 市 ○ ○ 38 渡名喜村 ○

○12 読 谷 村 ○ ○ 39

仲 里 村13 嘉手納町

40 具志川村14 北 谷 町 ○ ○ 41 座間味村

15 沖 縄 市 ○ ○

42 渡嘉敷村16 具志川市 43 南大東村

17 勝 連 町 ○ ○

44 北大東村 ○ ○18 与那城村 ○ ○ 45 伊良部町 ○ ○

19 北 中城村 ○



Ih 調査地 京太郎 について聞いた こ とが ある 各市町村 において,京太郎 を行 った集落

備 考い つ ど こ で 誰 か ら 任 所 現 在 いつ頃まであっ

たか 伝承者は健在か1 名 護 市 1986年 呉 我 玉 城 文 一 あ る 現在 も伝承中

健 在 呉我誌をみて池宮正治氏が伝承者にあう2 石 川 市 1986年 伊 波 伊 波 信 光 伊波24 昭和 21年

に1回 はっきりしない 最近では県芸にて上演 (電活にて聞く)3 読 谷 村 1978年 長 浜 民俗芸能調査で あ る 現在 も伝

承中 健在 (保存会) ｢京太郎｣について読谷村立歴史民俗資料館紀要第 7号に掲載4 勝 連 町 ずつと前に 教育委員会で 浜区の前区長津裏山清輝氏 字浜54番地 字平敷臣

区-現在 もある(字平敷屋210番地 野呂内忠男)字 浜 区-5年前に復活 (字浜 98番地 新里真書)5 与刃随晃村 幼 少 の 頃

エイサーの場 誰 彼 と な く あ る 健 在 京太郎という呼び方は知らず,俗称 (サキカタミヤ-,なかわら)6 那 覇 市 1986年 首里崎山町首里汀長町 多和田 奏浮真柴平 房敬 崎山町 1-83汀良町 1-53 あ る 戦 前 不 明 首里にお

いて京太郎は門づけ芸として考えられていたようで

あり,門づけをして金品をもらうことか ら,あまりよい感覚では見られていなかったようである.7 佐 敷 町 な い 昭和初期 い な い8 石 壇 市 1983年 自 宅 宮 良 信 成 石垣 83番地 な い はっきりしない い な い 宮良信成さんの話によると,父宮長信知(死亡)が京太郎の人形二体を大事に保管 していた○昭和20年頃? 石垣小学校に郷土館が完成した時に要望されて展示 したが,以後不明である○この



2. 沖縄市の分布

今回報告する泡瀬の京太郎以外にも,当市にはかって古謝自治会 (旧美里地区 )と諸兄里自

治会 (旧コザ地区 )で も京太郎が残 っていた事が確認 されてお り,また崎原恒新氏が後述紹

介の文献で も ｢沖縄市古謝村の京太郎｣ を中心に報告 し,その中で諸兄里自治会で も上演 さ

れていた事を紹介 している｡更に当教育委員会 も昭和53年度に古謝自治会 ,昭和57年度に山

内自治会で聞 き取 り調査を行なった｡ 次に,①古謝の京太郎 ,②諸兄里の京太郎 ,③崎原恒

新氏の ｢沖縄市古謝村の京太郎｣ を紹介す る｡

(1) 古桝の京太郎

調査は昭和54年 3月29日に唯一の伝承者 ･知念亀氏 (沖縄市古謝36番地,明治29年 3月16

日生 )か ら聞 き取 りを行ないテープに収録 した｡調査員は古謝自治会公民館長 ･島袋武夫氏,

当教育委員会社会教育課 (当時 )･仲本朝彦氏 ･津裏山弘氏の3名が行ない,テープの翻字

は宮城昭美氏 (教育委員会文化課民話調査専門員 )が担当した｡次 にテープの翻字 を忠実に

紹介す るが,本来はほとん ど方言で語 られている｡

賞 京太郎 といってよ く劇場 とかに出てや

っていますがね｡ ｢古謝にも京太郎があ

って古いよ｣ ということを聞いたんです

が,どういうものであったのか話を伺い

に来た-のですが-･--･O

等 ここの ものはな,ポクチ ョ-シグ2人

であるんだが,子供が入 るんですよ7名

であったのか｡

賞 馬舞いとかそ ういうものはあ りません

か｡

筈 いいえ,それはあ りません｡

賞 馬舞いとか鳥刺 し舞いとか｡

筈 泡瀬のしているものは烏刺 し舞いとい

っていたらしいんだがな｡

賞 鳥刺 し舞いとか馬舞いとかあって,4

つに分かれていますでしょう｡

筈 ああ｡自分 らのところの ものは,す ぐ,

昔は米や豆を収穫 した後に大金持 ちの家

々を京太郎が廻 りあるいた｡ ちょうど乞

食が物を乞 うように京太郎 もそうやって

貰っていたそうだか らな｡そうして,そ

の時に京太郎が家々で歌をよんだ らしい

んだ｡

賞 これはどんなふ うにして古謝に残 って

いるんでしょうかね｡
･米

答 御冠船踊 りにい らっしゃったタンメ-

という方に,'古謝の村の人が頼んだらこ

こにいらっしゃって教えて下 さったそう
●

なんです｡あれは御冠船踊 りといってち

ょうどあれは,今でいうとなんていうん

ですかね｡

賞 今 もそう言 っているんですよ｡本にそ

うやって書かれています｡

答 あの,天皇陛下の誕生 日であったんじ

ゃないかな｡御冠船踊 りの---･｡

賞 泡瀬の京太郎 は首里の寒川芝居 という

ところか ら習 ってきたというんでよ,明

治の37年頃と言 っていますがね｡
∵≡∵

筈 あれは私達が青年の頃にアシビをして

いた ものだか らね｡村々でアシビをして

いたか らな｡だか らその頃, (泡瀬の京

太郎 )見た者は皆元気でいらっしゃるは

ずだよ今 も｡

賞 古謝の京太郎 とい うのは, (泡瀬の京
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太郎 と比べて ?)もっと古いものです｡

答 ああ,そのことについて話す としたら

た くさんあ りますよ｡皆これを習おうと

して中には何 もか も書 き留める人 もいた

んだが,また,習 うことができなくて,

(途中で )放 り投げた りしてな｡

賞 あなたが書かれたものは,私がずっと

持 っていますよ｡

筈 持っている?

賞 はい｡ずっと持 っています｡

答 ああそうか｡だけどそこに残 してある

として も読めないはずよ｡字を読むこと

は出来る筈だが, 順序には･･--｡ああ,

ここにも書いて残 して-･･-0

賞 ちが う,その書かれたものをできたら

お じいさんがよむ時に くもう一度 )書 き

とめることがで きた ら上等ですけどね｡

※聞 き取 り不可能

等 竹グワ一に紙 をつけてね,こんなふ う

にして (手に持 って )頗る等 ィ踊 りが以

前 はあったか らな｡今はなんていうのか

なあ,その飾 りには｡

賞 X9-フ,-ク (打花黄 )で持 っている

もののことかな｡あれ も中国の ものでい

ろんなものを持 っていますよね｡

育 ちょうどこれを歌にして書いておいて

あった ものですよ,私の ものは｡

賞 これはみんな後ろに書かれていますよ｡

答 ああそうか,書かれているのか｡そう

なんだ,そういうふ うに書いてあったの

だが皆が習 うことが出来ないんだよ｡

賞 7番まであ りますか｡

答 子供か｡ああ,みんなでそれ くらいあ

るはずだよ｡一番最初の ものか,それは

2人, 2人で｡ 1人はゼイを持 ってね,

1人はす ぐ歌を読みに出るんだが｡私が

それをやって,私か ら歌を読んでまわし

ていたか らな｡私が歌 をうたうともう1

人の人はゼイを持 って踊 りなが ら---｡

賞 この読むというのはなんですか｡

答 はあ｡

賞 読むというのはこれを読み上げるわけ

ですか｡

筈 そこに出て行 って読むんですよ｡ むつ

かしいもんですよ｡

賞 これは,三味線 も使われましたか｡

答 いいえ,三味線はつかいません｡

賞 太黄は使いますか｡

答 あれはな,三味線 というのは子供が踊

る時 に,ただ持 って出るだけ｡ ナカラガ

ニーで｡

賞 弾 くわけではないのですか｡

答 ウ 1) ウン ミヌモーシー ジャ])-ガ

ヨー ヒチュルサーアヌ シー ミ-ヤ

ヨー ナンジャカーラー クイヌチルヤ

トージ ドゥーイ ドゥーイ チデ ュー

メーはそうやって｡ また,また,三味線

を持 って出るの も,ゼイもって出るの も

そうだけどね･･-･･,ウン ミヌモー シー

といって｡

賞 これは初めはなんですね｡ ウガマ リソ

ー リーといってそういうふ うにやってい

ますね｡

答 これは私達が初めにす ぐ出て行ってや

るものだ｡これ もみんな私が読んでいた

んだよ,こんなにた くさんあるものみん

な｡ もう1人の人はただ,子供の前をイ

ーマチ シムトーンヨー｡そうして,前

で こんなふ うにゼイを持 って踊 り,私の

ものがよみ終わると(舞台の袖か らか )

す ぐ出て舞台の廻 りを踊 り,終 えるとそ

こに座 った｡そして,また,私が ｢ウ-
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リー｣ といって次の紹介をす ると, (演

じる )人が出て くると同時に私は,また,

歌 を歌いだすわけ｡そ うして,その人達

が幕 (舞台のことか )の廻 りを踊 り終 え,

いな くなると,次の人が出て きて,それ

も終わるとゴンゴンゴンゴンして言って

｢ウ- リー｣ と言 うと, (掃った人達の

ことか )それ らの人はす ぐ,2人 (踊っ

た人 )は2人, 1人の人は 1人 と飛 び出

して くるのでね,その時 は,また歌を歌

いだ した りす るわけ｡

賞 あなたは,泡瀬の京太郎 を最近 ご覧 に

な られました｡衣装 とかが昔 と違って い

るよ うなんですがね｡

筈 一度はどこであったのか見たけれど｡

あの,テレビな どではよく歌 をしてい る

のだが｡

賞 戦前は ご覧んにな りましたでしょう,

泡瀬の ものは｡

筈 泡瀬の もの｡ それよ り(最近の ものは

以前 に見た ものよ り)もっと付 け加 えら

れているはずだよ｡ ひとつは私達のもの

に似ているものがあるんだが,それは,

私達のところがや っているのを見て (真

似 )たものではないか と患 う｡ 習 らお う

としていた人がいたが,もしかす るとそ

の人が付け加えたのではないか と思 う｡

賞 衣装はどうい うふ うにしていましたか｡

筈 衣装はそれぞれみんなちがいますよ｡

賞 みんな違 うのですか｡

答 は い｡みんな一様ではありませんよO

子供達は何名か,7名ではないか, 7名

で しょう｡一番はどれか らか｡

賞 これは読む人ですね｡

筈 はい｡

賞 読 む人 は 1人ですね｡

筈 これはゼイ持 ちですね｡ゼ イ持 ちは ミ

ーマテ-シヌ ス- (新又吉のお父さん)

で,また読むのは私であったよ｡だが,

ウタニ ッチーというのがなんのことか全

然わか らないんだよ｡

賞 このソーゾー ミー というのは｡

筈 ソーゾ- ミというのは｡

賞 これは子供ですか｡

筈 はい｡ これは2人 , としているわけだ

ね｡酒屋の酒飲み,それか ら-- --･｡

賞 これは2人です｡ それ じゃあ,子供で

はないわけですね｡

筈 ここで,合計ほだ されていませんか｡

何名 といって｡

賞 いいえ｡

筈 7名か, 7名であるはず｡ ソージョー

ミ-か ら,ジュール シチ,ハチというの

が 1人ね｡またウン ミヌモーシーが 1人

ね｡そうしてウリ ウムエー トゥ残 った

ものは 1人ではないか｡それか ら･-･-｡

賞 チクンヌ テクンヌ

筈 ああそうか,テクンヌ テクンヌ｡チ

クンヌ チ クンヌが 2人,それか ら-｡

賞 チャーズナ-ですね,これは｡チ ャー

プラーですか｡

答 チャウラって,チャウラ｡チャウラー

ラーだよ｡チャウラーラーヨー イ ララ

- ヨーといって 1人.

質 1人.ヤマポウシ.

答 ヤマボウシというのが何名かいるはず

だ｡ゼイ持 ちか ら,棒を持つ人,シシを

かぶる人が 2人,また---･･｡

賞 この,ナンザクーが 1人, 1人ですか｡

答 ランラコ-はもっとあったはずだよ｡

ヤマボーシ｡あれはクガニ持 ってか ら踊

ろ うとする人が出るか らな｡
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賞 これはナンジャ(顔),クガニ (黄金)拷

ちがいますか｡

筈 そ う,そう｡チ ョウラーラーというの

が｡

賞 ここにナンジャ,クガニ持 ちとあ りま

すが｡

筈 はい,はい｡ナンジャクガ二,これが

1人だよ｡私が言 っているのはそれだよ｡

これはず っと前の方だか らな｡その人が

持 っている物を取ろうとして,こいつら

はやるか ら｡それにこいつ らが一番多か

ったよ,一度に出るか ら｡

賞 このクガこ,ナンジャ持 ちというのは

大人ですか｡

育 ちが う,子供だよ｡だか ら,それは｡

賞 みんな子供｡それじゃあ,沢山の子供

達ではないんですね｡ もしかすると7名

ではなかったですか｡

答 その時は学校 1,2年生 くらいの子供

たちであったんだよ｡終戦当時私達の公

民館が今の所になった時に,これは (普

料 をさしていっているのか )した もので

あるはず｡ 私は幕の後ろに障れていて太

黄打 ち,良 く声の出る人は前の方に出し

てね｡私はこの人達が歌を間違えないか

と心配 して幕の後ろで立っていたわけで

すよ｡

賞 豊吉おじさんと長善 さん と2人で｡

筈 秀敏 と豊吉 とであったよ｡だが,この

人達がなかなか習得することがで きなく

て｡あのひとたちか ら教わることが出来

なければ--･-0

賞 秀敏 ?

筈 秀敏｡聞いてみなさいね,彼にも｡

賞 豊吉お じさん達 も,もレ ･---｡

筈 豊吉 も2人だったよ｡大人は2人であ

ったんだよ｡

賞 結局14名｡14-5名位ですね｡沢山い

ますね｡

賞 これは必ず子供達ですか｡青年がやる

とおか しいですか,この子供役を｡

筈 子供だよ｡

賞 子供役は子供がやる｡むつかしい｡だ

いぶ違っていますね｡

答 また見 る方 も子供がやるといいで しょ

う,繭 るの も｡

質 これは何ですかおじいさん｡今か らで

もこの踊 り方とか,歌の節まわしとかい

うのは習 うことがで きますか｡

筈 これはだね,私がね覚えたのは青春ま

っさか りの17, 8才だったからな｡私は親

を早 く亡 くし,お兄 さん もブラジルに行

って私 1人になったので,た くさんの畑

を 1人でや らなければいけなかったので,

いつ もきび畑に行 っていた｡ (歌の文句

を )書いてね,それが書かれているのが

あ るか｡

賞 みんな書かれています｡

答 そ うか｡それだけみんな書いてね,キ

ビの枯れ葉を取 りなが ら,ゆっくり,ゆ

っ くり読んだ りしてね｡そして,たまに

忘れた時などは書いたものを,ふところ

か ら取 り出して見て ｢ああ,そうか｡そ

うで あ ったか｣ と思 い出 し,またキビ

の枯れ葉取 りをするというふ うにして覚

えたんだが,みんなは ｢こんな沢山ある

ものを,仲本はどういうふ うにして覚え

たのかね｣ とイーグラヌ トーのス-らは

話 していたんだって｡ これは トゥクム ト

ゥのウスメ一連ね,あのような大先輩の

時代にやった ものを,私達の ところがウ

スメ-という万から習い復活 させたんだよ.
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賞 トゥクム トゥ(徳本 )の ウフウスメー

(大 きいお爺 さん )ですか｡

答 はい｡ トゥクム トゥの ウフウスメ- 0

賞 この方は古謝の人だったんですか｡

答 はい,古謝の人です｡以前 に私達の所

でアシビをしていた人であ られ るんだっ

て｡ ちょうど泡瀬がアシビをや っていた

よ うに｡

賞 正行 お じさんが位牌 を預かっている人

ですか｡

答 え-,書いた人か｡

賞 いい え,今の人｡ さっきのウスメ-0

筈 ああ, さっきのウスメー ?

賞 ウスメーを今祭 っているのはセイコー

お じさんですよね｡

答 ああ｡はい,はい｡そこに祭 られてい

る方ですよ｡

賞 この人 は何才 くらいの時 にな きったん

ですかね｡

筈 ん -｡

賞 この方が アシビをしたのは,何才位の

時ですかね｡

筈 60歳余 りではなか ったかな｡ もう,そ

の時の60歳余 りの人か らは腰 も曲が って

い ろので仕事はしないで,隠居 をしてい

るんであって｡だけど,この方 も全部覚

えてい らっしゃったので私達に教 えて下

さったわけですよ｡だけどこれはなかな

か,習いに くいが忘れに くい ものですよ｡

私は今で もゆっくりずつ読まして くれる

のな ら全部読むことがで きますよ｡

賞 それな ら,今度時間があるときに来て｡

答 これは節 ごとに全部変わっているか ら

な｡それに,全部同 じ節まわ しでず っと

い くわけではないか ら｡ひとつ済 むと音

符が変わった りして｡ はら,そこにある

だろう｡私が読んで聞か してみよう｡ も

う,息が続かな くてできるか どうか｡

賞 1番 はですね, ウガマ T)ミソー T)か ら

ですか｡

筈 はい,ウガマ 1)ミソー 1)0

賞 2番はハ-パ リガヤ リヤ リー

等 ウガマ 1)ミソー T)ヌ･･････そ こに出て行

ってか ら,この2人か らだか らね,ゼ イ

持 ちと.ポロボローと出て行 って.

ウガマ リミソーリー タ-ラーラーイーラー

サシラー

あっているかよ く見て ごらん｡

ウガマリミソーリー ターラーイーラー

サーシラーヌ スラヨイクジミヌ ワ-カ

キ-ヌー ワ-ラーヌー イーシヌ チル

グワ-ヌー ユーワイーキー サンチ 1)ク

ブシヌ ヌヌー チ-ヌー イワオー ト-

ナ- リワールー ウチナーヤー シワ チ

ョルクタルカ チマタンポイ チヲルクタ

ルカ チマタンポイ

それだけで一節ですよ｡ この意味あいは

ねまた,サンチ リクブシヌ,ムンヌチ ミ

ヌ とい うのは沖縄がなんの心配 もなく,

これ らが ,サンチ リクブシヌ石が ｢イー

ワーオー トー ナ 1)ワ-ル ー｣岩 となっ

て始 めて,こんな小 さな石 が岩になって

始 めて沖縄は幸せにな るというわけ｡

(その歌の )意味あいは,それか ら2番

はウガマ リ---･･何か｡

質 ハ ッパ 1)ガヤ 1)ヤ 1)- サシミカンノー O

等 そ こ,そこではす ぐ,これまでは一緒

に読む もの｡

賞 ここにですね,今,亀 さんが終わられ

た ところは座 って太鼓 を打て と書かれて

いて ,次はそこか ら立 ってハ ッパア リガ

ヤ リヤ リ一･･･--0
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育 (敬)がかわるとまた,太黄 もかわるか

らな｡ これは,太鼓の切 り換えだか らね｡

そこではまた,また音符が変わるか らね｡

ハ-ツパ 1)ガヤT)ヤ1)- サシミカンド-

ウスー ウガ1)ソーライ ヒダ1)ガマスニ

ハ サー チャンクマジャイナ

マチ-トゥ チートゥ サーシ サッサイ

マ-シ マッサイ

トゥシヌハジミヌ トゥシハ トゥ-イティ

イッソ-ウ一二ヌ タマヌサカジチ ミー

ソーリワ

カンソーガ- チュクイタティテル ティ

ンジヌカタナヤ クシーニサシーイティ

グユーニ マ-シワ ティーニムッチル

ナンデーファー チタティティ

ナンデーファー とい うのは薙刀のことで

あるら.しい｡ナンデーフ7 チタテ ィテ

ィとい うのは----｡なかなか意味は全

部はわか らないよ,今の人にはこれは｡

何 をいっているか,なんて言 っているの

か｡私達で もどんな意味だよといって受

け取 ったわけではないか ら,教わるにも

苦労 したんだが,その当時の人 も｡ナン

デーフ7-とい うのは薙刀の ことらしい

が,これにもナンデーフ ァーというし｡

また,サンチ リクブシヌ ムンヌ チ ミ

-ヌ イワオ トナルマデ ィとい うのは,

こんな小 さな石 ころが岩になって始めて

沖縄は幸せになろのであって,それまで

は沖縄 には幸せはこないという意味あい

であるらしい,始めの願いは｡なかなか

今の人が習 うことが出来な くて これまで

きて,私の婿がいつ も ｢忘れないうちに

書いておいてて下 さい｣ と言われたので,

書いておいてあったのですが---0

賞 幾つかコピーをとっておかないといけ

ないな｡書いておいて もらって誰がな く

して も･････--｡青年 会 に もそういうこと

で預かってお きなさいよと言ったんです

よ｡区長が持 っているん じゃあないかな｡

答 これはだな秀敏 にまずは持 って行 って

見せて,読ませて ごらん｡ こんなふ うに

して---- 0

賞 豊吉 おじさんがいいのではあ りません

か｡

答 え-.

賞 豊吉｡あの方がよ く覚えていらっしゃ

るよ うですが｡

答 そ うか｡豊吉 と秀敏二人だよ｡

質 そ うですかO

等 豊吉 はゼイ持 ちであったはずだよ｡

賞 それではですねお爺 さん,豊吉 さん ら

をいつか一緒にここにお連れして集まっ

てですね,お互 いに思い出 しあいなが ら

全部テープレコーダーに取 ってお きまし

ょうね｡そして,それを聞いてですね,

｢ここは少 しへんだな｣ と思 うところは

なお した りして｡

答 これはだな,村にな らいい と思 うので

すが,これは各字々にこれを･--私達の

字 にだけ京太郎はあるので,よその字に

｢い くらあげるか ら教えて くれ と｣言わ

れて頼まれて も教えた らいけないよねと｡

これを教 えて くれた人が私 もこの年にな

るまで,これはよその人に教 えてはいけ

ないと,あそこか らいらっしゃったお爺

さんが ｢す ぐ,簡単それを教 えてはいけ

ないよ｣ と｡ ｢もし簡単に教えて読み間

違 えた り,なんで もないものを読んだ り

した ら,始めに教 えた人に対 して も迷惑

がかかるので,これを別の ところに教え

た らいけないよね｣ といわれたので, ト
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ゥクム トゥのお爺 さんたちも,そのいい

つけをかたくなにまもり,一切 よその所

には教えることをしなかった｡だが,自

分の字で もそれを習 う人が いな くて,こ

んなに長い間そのままにしておかれたと

い うことなんだがね｡あの方 も全部覚え

て い らっしゃいましたよ｡

質 今度は幸 いに青年達 もやろうという意

気込みですか らね｡ これは是非残 してお

かないといけない ものですよ,古謝部落

に｡

答 ん-0

質 今の若者ですよ｡
※

写 そ うなんですよ｡だか ら,みんなエイ

サ ーをす るにしても,他のことをす るに

して も習お うとして ここに来 るので,香

いて持たすのだが熱心ではないので習 う

ことが出来ず,途中ではっぱ り出 した り

して しまうのでこんな状態になって しま

ったんであって｡今の青年が,私が教え

た通 り,書いた通 りに習 っていた ら伝承

で きていたはずなんだよ｡ これはまたヱ

ラバ ー トゥイ アシシムンクユー アク

トゥヤー｡

質 今はここの泡瀬 とですね,宜野座に房

太郎が残 っているんですよ｡そして,そ

れは大変大切 にされているんですよ｡京

太郎の残 っている所が少ないということ

で｡

筈 泡瀬の京太郎は当時活発におこなわれ

ている頃見ましたよ｡あそこがアシビを

してか ら･･-･--0

質 古謝に も京太郎があるということにな

れば,古謝部落は県 内で も有名にな りま

すよ｡

答 これはあそ こに出た ものであるという

か らな｡ウス-の御祝儀にね呼ばれて行

って｡古謝は棒だったとい うがね｡ これ

はまたひと1人 ,いや,1人ではない｡

こんなふ うにして仲間を組んで行 ってか

らに,余所のひとで何処の人であったの

か,その人がそれをや った ものであるら

しい｡ これが一番になっていたんだって｡

賃 一番出来がよかったわけですね｡

筈 はい,はい｡そうして,私達のところ

のウフアシビしたときにそのお爺 さんが

覚 えていらっしゃるということを思 い出

した者が行 って,お連れ して きたとい う

ことです｡

質 この さいですね自治会長 さん,徐 々に

調査 していかないといけませんね｡

筈 徐 々にしかで きませんよ｡ これを一度

にいうと-･--0

質 歌 ですよ｡私がい っているのは歌の節

まわ しですよ｡一度 にやるとお爺さんを

疲れ させてしまうので｡

答 これは全部違っていますよ,節まわし

は歌 ごとに全部｡

質 これは何番 まであ りますか.

筈 7番｡

質 これは大変 な ものですね｡

答 そ うなんだ｡言葉 にして もこれは今使

っている話言葉ではな く,あの,ちょと

変わっている言葉だか らこれはなかなか

ちょっと覚 えにくい ものですよ｡忘れに

くくもあるが｡習 う人にとっては｡

質 書物 を見 るとですね,この京太郎 とい

うものは内地か ら沖縄 にきてですね,内

地の言葉 も沖縄の言葉 もまざってしまい,

たいそ うわか りにくくなって きたそ うな

んですが｡

答 そ うだったはず｡唐の言葉,大和の言
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葉 というふ うにいろんな言葉があるのと

同 じで｡

賞 唐の言葉 も入っているのではないです

か｡ もしか して---･-｡ 唐の言葉 も沖縄

の言葉 も内地の言葉 もまざって しまい,

しまいにはわか らなくなって きたのでは

ないですかね｡

箕 それでは今 日はこれまでにして･･････｡

筈 私は もう年 をとって しまって,あなた

が区長に変わられた時の送迎会 にも行け

な くて失礼 しています｡

質 いいえ,とんで もあ りません. もう元

気 にな られてよかったですね｡

答 気 を悪 くしないで ください｡今で も総

会がある時は行かな くてはいけないと思

っているのですが,体の具合があま りよ

くな くて,休んだ りしているものですか

ら｡

質 それでは,これは徐々にテープレコー

ダーに取ってお きましょうね｡

筈 習いたいと思 う人がいた ら是非,私が

生 きているうちに｡私 もまた後継者 をつ

くっていたはうがいいと思 うか ら｡

箕 'tれをな くしてしまった らいけません

か らね｡残 しておかないと｡

答 ちょうど自分達みたいに年 を取って も,

歩 ける時にまでここのシマの人が習 うこ

とが出来な くて,いざ各々でやろうとし

て も結局分か らなくて,こんな長い間-0

あれはまた,ひと文句ずつはお祝いの

所で も酒が入 って くると ｢さあ,苗謝の

京太郎 をしてごらん｣ といって立たす と,

-文句ずつはフラフラしなが らもよんで

いたというか らな｡ ク チ ョ- とい うの

を知 っていますか といってですね,あな

たは京太郎 を全部覚 えていますかと聞 く

と ｢ゆっくり,ゆっ りした ら思い出す こ

とができるで しょう｡だけど,どうかな

あ,覚えているかなあ｣ と答 えると ｢さ

あ,教えて くだ さいよ｡青年達に教 えて

くだ さいよ｣ と上の幹部の人達が押 しつ

けて,私達にさせていたわけであるはず｡

｢あなたにはで きるか らあなたがや りな

さいといって｡ これは是非 もう無学の人

には無理で,書 き写 して見 ることのでき

る人でな くてはいけないか ら,あなたに

はで きるはずだから書 き写 して,ゆっく

り,ゆっくり時間はあるか ら覚えて習 っ

てや りなさい｣ といわれたので ｢で きそ

うな ら,それはやるよ｣ と答 えて書 きと

めておいたわけですよ｡ 1つ 1つ こんな

ふ うに｡

箕 今 となっては宝ですよ｡

答 いいえ｡ これは,ただ今 となっては昔

はこんなふ うにしてあったという例 ,印

であるんだが｡だけど,どこか しこにも

あるものではないね｡

質 宝になっているわけですよ｡

答 皆 さん,この辺 りの人は分かっていま

すよ｡ 泡瀬の京太郎 と古謝の京太郎のこ

とは｡

質 この話は知花で も ｢古謝にあった らし

いですよ｣ とい うことを聞 きましたよ｡

筈 ああ,そうですか｡歌詞によっては2

- 3行 ぐらいしか載 ってないです｡二番

目の歌詞 は出だ しぐらいしか｡

あの当時のアシビで もですね,祖父 さ

ん達がや ったというアシビで も,皆 ｢あ

の京太郎はいつ ごろに行 うので,それが

終わ らないうちに｣ といってアシビをみ

に行 く人は出掛 けよったそ うですよ｡必

ず古謝の京太郎 をみないといけないと言
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って｡すぼらしかったんで しょうね｡

賞 これは明治 になってか ら古謝ではおこ

なわれたんで しょう｡

答 明治かな?

賞 こっちに教えた人は王朝時代の人です

けどね｡
※

筈 京太郎はウス-(御主加那志 )時代 に

行 なわれたというもの らしいですか らね

当初は｡ これはきっと大和世になってか

らで しょうね｡各字々に---0

賃 この人が古いですか らね｡

この徳本さん という人 ?

聞いた人 も大分古い人ですか らね｡

さっきおっ しゃいました御冠船繭いに

出たという方の名は分か りませんか｡

筈 この京太郎 を教えた という方ですか｡

覚えていたら教えることもできるが,忘

れてしまいましてね｡

賞 今 日は これまでにして,また近いうち

に寄 りたいとお もいますので,その時は

また教えて下 さいね｡

答 彼等にそう言ってお きなさい｡これを

見せてね,仲本のお父 さんにも声 をかけ

て一緒に教えて下 さいと言 って｡彼はゼ

イ持 ちであったか らな,イ リナカジョー

グワ- (西仲門 )はイ T)ナカジ ョーグワ

-はぜイ持ちで,私は太戟打ちで｡私は

歌 を読みなが ら太鼓を合わせていたか ら

な｡太黄 とあわせてこれを読んでいたか

らな｡

賞 太鼓というのはこれ くらいの ものです

か｡

答 はい,こんなふ うに してうつ太黄｡前

にこんなふうに取 りつけてね｡

賞 こんな,こんなふ うにして打つわけで

すか｡

筈 はい｡子供たちが全部出るとどんなに

か---･ちょうどここにいろくらいの子

供たちであるか らな｡こんな子供たちが

一人ずつ (舞台 )に出 るか ら｡

賞 まず,関係者 を調 べて一同に会 する

必要があ りますね｡それじゃあお爺 さん,

今 日は本当に有 り難 うございました｡

また,話を聞かせて下 さいね｡

筈 はい｡私が書 いた ものを持 っていれば,

それを見て写すことはわけないことなん

だが｡いきな り,とっぴ ょうLにという

と,ただ読むのを聞 くばか りであって,

どれは,どんなふ うにや るということま

ではわか らないさ｡

賞 (テープレコーダー)はず っ-と続 け

て もできます し,何回で も遣 り直 しもで

きますか らね｡

今 日はどうも有 り難うございました｡

また,時々寄 らせて もらいますので,よ

ろ しくお願 い致 します｡

答 はい,はい｡これは役所が残 しておけ

ば ---･-0

※唯一の伝承者 ･知念亀氏は他界 された｡

痛恨の思いである｡

ここに記 してご冥福を祈る｡
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凡 例

翻字について

① 方言の語 りを方言に忠実に共通語訳 したが,直訳では共通語 として意味が理解しにく

いところや,表現が不自然になるところは適宜意訳 した｡

② 共通語訳そのままで文脈が理解 しにくいところは,補足する言葉 を ()付 して補った｡

③ 話者の語 りに忠実に翻字 した｡ただし,口癖の ｢あの う--･･-｣などは省略 した｡

④ 語 りに区切 りがない場合は,翻字者の判断で適宜句読点を打った｡

⑤ 語 りの混乱や,無意味な反復などについては補正 した｡

⑥ 民俗語嚢など方言が活用 されたほうがよい部分は,方言音でカタカナで記 し()を付

して訳 した｡

⑦ 方言の語 りを方言に忠実に共通語訳 したが,共通語訳できなかった個所については方

言音をカタカナで記 し下線 をひいた｡

注記について ･･--民俗語柔についてはできるだけ注記 して説 明 したo

o御冠船踊 り--･----冊封使を接待す るために催 した国劇｡

oア シ ビ---･･-･･･-村芝居のこと｡

｡ゼ イ･-･･-----ゼイは戦の大将が軍勢を指揮するときに打 ち振 るものo

oターフ7-クー-･･････中国より渡来 し,那覇の久米で行われたもの.現在は中城村の

(打 花 薮 )
伊集に伝承 されている民俗芸能｡

oェ イ サ ー-･･････････-盆踊 り｡旧暦 7月15日におこなう.
う す が tL し-

o御主加那志---･･---琉球王のこと｡

参 考 文 献･･･---･･-沖縄大百科辞典 沖縄タイムス社

沖 縄 語 辞 典 国立国語研究所編 大蔵省印刷局

(2) 拝見里の京太郎

昭和57年度,沖縄県教育委員会文化課の民謡調査の際,諸兄里自治会隣りの山内自治会

を調査員の前川守夫氏 と筆者が島袋帯善氏 (沖縄市字山里837番地,明治44年 3月29日

生 )を訪問した時,話 しの合間にかっては諸兄里 自治会で も京太郎が上演 されていたと

語 って くれた｡

諸兄里の京太郎は島袋氏が17才の頃村芝居で見学 してお り,その時が最後の上演では

ないかと言 った｡当時,踊った方々は屋号 ･外間門 (ホカマジョウ )･サン ドウ内聞で,

健在なら島袋氏 と同世代である｡

また,先述の古謝の京太郎唯一伝承者の知念亀氏 も若い時に見学に行 った旨を崎原恒新

氏に話 している｡いづれにして も,現在 ,当自治会では上演 されてないので今後,機会

があったら詳細な追跡調査を行ないたい｡
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(3) 崎原恒薪氏の ｢沖縄市古計の京大榔 ｣

ここで報告す るのは 『しまうた』1980年 ･第 7号 (頁30-33)の ｢沖縄市古謝村の

京太郎｣ を著者の崎原氏の提供で掲載す るものである｡

沖 縄 市 古 離 村 の 京 太 郎

古謝村の伝承によれば,泡瀬の京太郎よ りはるかに古いという｡現存す る唯一の保存

者,知念亀は 1895年生れであるが,彼が京太郎芸を習 ったのが17-18才 の頃である｡

大体, 1912年か13年 頃の ことである｡彼に伝授 したのが村の長老, トクム ト(屋号 )

の知念カマーで当時,75才前後であった｡ カマーは伝授の条件で他村の者におしえぬこ

とを条件 にしていたいといい,亀はその指示を現在にいたるまで固 く守 っている｡ カマ

ーは京太郎か らその芸をな らったとかいい,彼の青年時代に村で演 じた体験 をもち,負

が伝授 をうけたとき,村人達か らもカマ-はよく詞章などを覚えていたと評判にな った

という｡亀 は伝授の課程で詞章を筆記 し,畑-いくときもたず さえ,時々とりだ して暗

記 をた しかめた りして完全に記憶するに至 った｡

京太郎芸能伝授の きっかけは従来,古謝村では死者がでたとき桃原 (ミウラ)のガン

を借 りて きて葬式 を行 っていたが,新 しく古謝村のコ-を仕立てた｡その祝 いの余興と

してカマ-がおしえたのである｡

亀 はその当時,現,沖縄市諸兄里で も京太郎芸能があることを聞いて友人 と2人で参

考 に見学にいった｡諸兄里の京太郎芸能は現,ゴヤ村のニンブー (ニンブチ ャー )か ら

伝授をうけた といい,アシどの時になされたものと聞いた｡諸兄里の京太郎芸能はテラ

をはいて人形 を指でおどらす ものであった｡古謝のが子供 をつか うとい うちがいがある

だ けでセ リフや うたい万は全 く同じであった｡

以後,古謝村の京太郎芸能は8月か9月の頃で4,5年 ,あるいはそれ以上の間か く

でおこなわれ るウフアシどの ときに演 じられ｡ ワチアシビでは演 じない｡戦後 も一時期

はや ったが うま く後継者が育たず今に至 っている｡

私が古謝村 に京太郎芸能があったことをしったのは 1979年夏,別のフォークロア調

査で訪ねた折 ,公民館で詞章 に接 し,それをメモしたときにはじまる｡

唯一の伝承者,知念亀が病気入院,通 院などでなかなか会 えず,結局 ,二度の ききと

り調査の結果が本稿である｡公民館に所蔵 されている詞章は亀よ り習 った若い世代が覚

えとしてメモ した もので欠落等の不備が多いとい う｡ 本稿に掲載す る詞章は亀が身内の

す ゝめによって最近,筆記 した ものによっている｡

詞章は前半 と後半にわかれる｡前半の前に ｢昭和 5拾 5年元旦 (沖縄市字古謝36番地
ウ ス- チヨンf チー

屋号,仲元知念亀 ,85才 )｡ 京太郎 とは｡昔々,沖縄 ノ旧藩時代二御主 ノ前デ清太郎が

-38-



比琉球ノ国ハ,イツモ作ル ム作 ヒ,イツモ寓作 シテ,琉球 ノ人民 ガ有福 二暮 シテ行 ク願 ヒ

ウタ｣(あ さらかな誤字 は改めた｡筆者 )とあ り,後半の最初 に ｢沖縄市字古謝36番地 ,

知念亀｡比琉球 ノ国ガ毎年 ミルクユガフーデ,ユフク (裕福一筆者注 )ノホ トケヲ ドリ

ソーゾ- ミ｣ と記 されている｡画用紙 2枚に記録 されている｡前半 を(1),後芋 を(2)とし

て以下 に全文 をかかげる｡

(1) 前 半

(-) ヲガマ リミソ- 1)-,タ-ラーホ-ラ,サ シラーヌスラユ4,クジ ミヌワ-カキ

ーヌ,フ ヮ-ナーヌチルカ- ミヌユーワヰ-チ,サンチ 1),クブシヌ,モンヌチ- ミ-

ヌイーワヲ- トナー 1)ワ-ル ,ウテナーヤ,シワチ ュヌクタルカチマタンポ 1)

(二) ハツパ リガヤ リャ.),サ シ ミカンローウス- ヲガ リソーライ, ヒダ リガマヌスニ

ハサーチ ャンクマザイナ,マテー トチ｣ニ ト,サーシサ ッサイ,マー シマ ッサ イ, トシ

ヌ,ハジ ミヌ, トシワ トーイテ ,イツソウ-ニヌ玉 ヌサカジチ (玉 の盃 ), ミンソ- I)

ワ,カンソーガ-ツク ヒタテテルテンジヌカタナヤ,クシーニサ シヰテゴユ ーニマーシ

ワ,手 一二モ ッテルナンレ-フ ヮ-チタテテ-

(≡) フケール クル二,フニウケテ-アーサス- ワ-ハーシュ-ヰテハシヌモツ トヌス
Lr

- 1)ワ,マーチ ワユ-ヰテ,スユヰテ-マク トヌ, ミンタシス ラニ ワースラユヰ,タカ
(†マ)

ラヤフニクダーヰテジーユヰソームクサンヅーシ-テハ シラヌユー-ヌ ヒラキ ワー (公

民館所蔵のにはひきつづ き ｢チ ョー ド九 ン合 ヨ,ナニワヌチラテ｣ と記 されている 一

筆者注 )

(四) クークーヌ トマヰカ-,タダヌ トマヰカ,ウキスヌ トマヰカマチデーマーシワイ

ノーヌマテデナンナ-ジ ド, トマイヰテルスル,ワ ミクンゴー (九合 )サーシテツ-シ

ングワンノルハ シラユタテ-テチ ョル クンゴー ヨ,ナニ ワヌーチラテーア-マガアーヤ

シチ- ミワチンボーック リワシ-シンイヌチ ャナガ ミテライハ-ニー トチ ョ-ル,ハラ

ミヌゥユエヌ,マザヰナ

(五) フチチ ョー ヨー八百八十 ヌムンヂ ン,ナラビヌラヰハーニー トチ ョール,ハ ラ ミ

ヌウユエヌ,マザヰナ｣

(2) 後 半

(づ ク .),ソーゾ- ヨ,ソーゾ- ミ-ガ,サカヤヌ (酒屋の )サキー (酒 )ヤ ヨー,

ヌヌ 1)ルーム (のんで も)ヒナラーン, クヌ 1)ルー ムチデシ-テア-チヌユーヌサーカ

ジーチ (盃 )アシワユルー トヨ,チ ョヌクタルカチマタンポ リ(公民館所蔵のには末尾

のチ ヨヌクタルか らは くりか えす となっている一 筆者注 )

(二) ウ リ,サ リー,ズ ヨル シチ ヨー,ハチ- (17, 8才 は )サーマタウンナヌ (女の)
(T.･)

サーカヰ ヨー,ヤチクークー ヌチーヤ ヨ,チッヌサーカ4,サーヤ,チククーヌチーヤ

ヨ,チッヌ,サーカヰ (公民館所蔵にはサーヤチクヌよ りくりか えす となってい る )

(I) ウン ミヌモーシ-

ウ リ,ウン ミヌモーシザニ-ガ ヨ, ヒツルサーンシン (ひ く三味線 )-ヤ ヨー,ナン
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ザ カー ラクヰー ヌヨ,クガニ ト-ヂル (公民 館所蔵には この あ と ｢サ ーナンザカラクイ

ヌヨクガニ ト-デル｡返 シ｣ とあ る一 筆者注 )

(四) ユ ンニハ カルー

ウ T)- ウ 1),オムエー トヌクエーサ ーマタ ワシ 1)- ワ,シュー ミヨー ミン ミタルーガ

ニ ーガ ヨ,ユ ンニハ-カルサー ミン ミタル-ガ,ニーガ ヨーユ ンニハーカル (公民館所

蔵 の にはユ ンニハー以降の詞章 は ｢クガニ ヌマシーシルユ ンニフ ァーカル｡ ｢サー ミン

ミタルーガニーガ ヨ,クガニ ヌマシシル,ユ ンニフ ァカル｣返す , とな って いる 一 筆

者 注 )

(五) 米 ツキ女 チクヌンヌチ クンヌ

ウ- リー,サー,テクンヌ,チ クンヌ ヨーカ ヒナサー (公民館所蔵では く りか えす と

な って い る 一 筆者注 )｡ ア リア リ(公民館のではウ リウ リリとな っている 一 筆者注 )

タ ーガ, (誰が )ワ ッサガ,カマーア ンマ-ガル ワッサル,ハナ (鼻 )タ ッチマグラチ ,

ウヤヌヤーカイ (実家 に )ス ビチヤ ラセ-,サーチクンヌテ クンヌ ヨー カヰ ナ (公民館

の では ヨー カイナはな くくり返す とな っている )

(六) ガ クフキ男

サ ー,チャ ヲラーラヨ,イラー ラー ヨー,チャヲラーラー,ヨーイラーラヨー,チ ャ

ヲラー ラーイラー, ラーヨー,サーイヤ ヨーハヰサ ミイヤ ヨーハヰサー

(七) サ ーンヌ ヒーチヌメークダルー

ウ リ- ,ス 1)サーサ,サ ンヌ ヒーチヌ,メークダルガ クガ二,ムツチテモールヤーサ

ー,ナンザモツチ ヨテモールヤーサ ー,ヤマボ ウシガ11人 テ ワ,クンニ ンテ ワル クタン

ボ ータダ一人テ ワモースニ ンテ ワマササツイクラサ ッサ イ. (公民館のには(七)の句 は

な い )

(完 )

配役 は公民館資料 (罫紙 4枚｡ ク 1)ップつづ り.ペ ン字たてが さ｡ タイ トル,記藻者

及 び記 録年月 日な し )によれば

読 手

ゼ イ 持 ち

ソーゾ - ミ-

ジユル七 ,八

ウ ン ミヌモー シ

ウ リウムエー トヌ

チ クンヌチクンヌ

チ ャ ウラーラ

山 ボ ー シ

ゼ イ

棒

CTT)

1名 亀 ,豊吉

1名 亀- ,朝善 ,秀敏

2名 (子 供 )

1名 ( 〝 )

1名 ( 〝 )

1名 ( 〝 )

2名 ( 〝 )

1名 ( 〝 )

1名 (子 供 )

1名 ( 〝 )
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(シ)
シー ミ?

ナンザクガニ ムチ

2名 (子 供 )

1名 ( 〝 )

となっている｡

前半の部分 は詞章 をとなえる人 (読み手 )が客 か らみて右手 の舞台の奥にたち, 2本

のバチでチヂ ン小 をうちつつ となえる｡それにあわせて一人の踊 り子 (同年輩 )が扇を

もって,調子 をとって踊 るしぐさをす る｡つつみをうつ人の衣装は花織 のルジンをつけ

てエイサーの と同一である｡

後半はチヂ ン小 うつ人 (詞章 もとなえる)の ｢ウ- リ｣ とい う掛け声 に呼応 して とび

だ して くる｡各章 ごとに人物が入れかわ り,たちかわる｡

後半の(1)ソーゾ- ミ-は子供 2人｡酒 ニープ もつ｡(2)のジュルク七八は女装｡何 もも

たない｡子供 1人｡(3)の ウン ミヌモーシは三味線 を もつ.子供 1人.(4)ウT)ウムエー ト

ヌはチ つ-バンと トーカチを もつ｡子供 1人｡(5)のチクンヌ,テクンヌは米チチチ ャー

アジン2本 とウ-シをもつ.子供 2人.(6)はチャウラーラー (ガク )をもつ子供 1人.

(7)はゼィ,棒,シー ミ(シ ?),ナンザクガニ もち｡計 5人の子供 となる｡ 踊 り子た ち

はいずれ も男の子で女の子 はつかわない｡小学校 1年生位の子供た ちをつかい,この子

供 たちは ｢仏小｣の代 りである｡いずれ も右手か ら登場す るが最後の(七)の ものだけは

人数 も多 く左手か ら登場す る｡右手よ り登場 したのは左手へ去 り,左手よ り登場 したの

は右手へ退場 となる｡

知念亀によれば詞章は沖縄口,唐口,大和口の入 りまざった ものであるとい う｡詞章

は知念亀の記録に公民館記轟 を ( )して補 った外,語句解釈のご く一部 を ( )して

記入 した｡句読点は全 くないので便宜上 い くつか うってみたが正 しくうてたか どうかは

不安がの ころ｡公民館所蔵記録 も利用 したが主休 は知念亀記録 と仝夫秦 (とくに亀が中

心 )の ききとりによるものである｡

(1980年5月14日稿 )
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第 4章 保存会の会則 ･組織及び沿革

泡 瀬 京 太 郎 保 存 会 会 則

1. 会則 ･組織

第 1章 総 則

(名 称 )

第 1条 本会は無形文化財泡瀬京太郎保存会 と称 し事務所 を泡瀬 3区に置 く｡

(目 的 )

第 2条 本会 は泡瀬に伝承 されている郷土の伝統的芸能泡瀬京太郎を永久に保存す るために

その普及活動と後継者の育成につ とめることを目的 とす る｡

(組 織 )

第 3条 本会の会員は泡瀬出身者にして泡瀬京太郎の保存,育成に積極的に賛同す る団体又

は個人 をもって組織する｡

(事 業 )

第 4条 本会は第 2条の目的を達成す るために次の事業を行なう｡

1. 無形文化財泡瀬京太郎を永久に保存す る｡

2. 泡瀬京太郎の後継者の育成 を図る｡

3. 泡瀬京太郎の普及活動

4. 其の他必要な事業

第 2章 役 員

(役 員 )

第 5条 本会に次の役員を置 く｡

会長 1名,副会長 2名,書記長 1名,会計長 1名,監事 2名,理事若干名,顧問若干名

(役員の任務 )

第 6条 会長は総会の召集並びに議事の運営をなす｡副会長は会長を補佐 し,会長に支障あ

るときはその任務を代行する｡

理事は本会の目的達成のために組織の強化を図 り泡瀬京太郎の保存 とその後継者の育成

に努力する｡

監事は会計監査 を行い会員に報告を行なう｡

書記長 ,会計長の指示を受けて会務を担当す る｡
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第 7条 役員の選出は第 3条の定めるところによる会員の中よ り選出し役員の任期は2年 と

し,但 し再選 を妨げない｡

第 3章 会 議

第 8条 本会の総会は会長の召集によ り,年 1回 5月に開催することを原則 とし会長が必要

と認めた場合は臨時総会及び役員会 を開催する事が出来る｡

第 9条 総会は次のことを行 う｡

1. 会則の制定 と改廃

2. 役員の選出

3. 予算案の審議決定

4. 決算の承認

5. 事業計画の審議及び決定

6. その他必要事項

第10条 本会のすべての機関は 3分の2以上の出席者をもって成立 し,決議は出席者の過半

数の同意を得なければならない｡

第11条 本会に次の部員を置 く｡

1. 舞踊指導部員

2. 衣裳方部員

3. 広報担当部員

4. その他必要な部員

第12条 本会の諸経費は補助金及び会費,寄附金をもって当てる｡

第13条 本会の会計年度は毎年 4月 1日に始ま り翌年 3月31日に終わる｡

第14条 本会に次の帳簿を置 く｡

1. 会 則

2.会員及び役員名簿

3. 会 計 簿

4. 領 収 書 綴

5. 議 事 録

6. 記 録 簿

7. 備 品 台 帳

附 則

本会則は,昭和33年 4月 1日よ り実施す る｡

昭和55年 9月 6日一部改正
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氏 名 住 所

電 話顧 問 小 渡 三 郎 沖縄市字 美里 681

7-2184田 里 友 吉 〝 桃原 24

9 8-7638高 江 洲 義 仁 〝 泡瀬 16

11-5 7-9340伊 佐 夷 光 〝

大里 450-1 7-4604会 長 中 地 名 常

〝 泡瀬 1628-2 8-6603副 会 長 当 真 嗣 篤 〝 泡瀬 1602-4 8-4661

高 江 洲 義 宏 〝 1556-28 7-217

8書 記 長 当 真 勲 〝 泡瀬 1665-6 7

-6753会 計 長 新 垣 宜 〝 泡瀬 1566-5 8

-4203演技指導部長 兼 島 兼 福 〝 泡瀬 16

49-5 8-6085地 謡 伊 佐 美 徳

〝 泡瀬 1624-ll 8-5495渡 嘉 敷 直 信

u 泡瀬 1655-1 9-0636化 粧 係

渡 嘉 敷 節 子 〝 泡瀬 1625-1 8-1589宮 里 ス ミ 子 〝 泡瀬 1617-6

8-2429ネ ～ ト イ 善 屋 武 盛 光 〝 泡瀬 1643(A-104)

I馬 舞 者 伊 礼 嘉 武

〝 桃原 154喜 屋 武 達

夫 〝 泡瀬 1160踊 り 手 高 江 洲 義 男 〝 泡瀬 1646-7

照 屋 清 〝 泡瀬 1583-6

当 兵 嗣 - 〝 泡瀬 1566-3

志 喜 屋 孝 〝 桃原県営 アパー ト

(3-7)名 嘉 真 書 孝 〝

泡瀬 1618-2嘉 手 川 繋 則 〝 泡瀬 1670-1

普 久 原 朝 栄 〝 泡瀬

1610-3玉 代 勢 宏 〝

泡瀬 1620-2中 地 雄 高

〝 泡瀬 1628-2奥 間 政 仁

〝 桃原 136阿 波 根 朝 広



2. 沿 革

明治39年 (1906年)

昭和 5年 (1930年)

昭和 15年 (1940年)

昭和17年 (1942年)

昭和23年 (1948年)

昭和26年 (1951年)

昭和27年 (1952年)

昭和33年 (1958年)

昭和33年 (1958年)

昭和33年 (1958年)

昭和39年 (1964年)

昭和44年 (1969年)

昭和46年 (1971年)

昭和47年 (1972年)

昭和48年 (1973年)

昭和48年 (1973年)

高原村 に属 していた泡瀬は,明治36年高原村よ り分立 された｡
ガン

泡瀬村の創設 にともなって,明治39年村の轟が仕立て られ,その仕立

祝の御願行事 として村芝居が しくまれた｡

当時泡瀬村は各々の住戸域が五区に分割 されていて,各区 とも競って

趣好をこらした出 し物 を村芝居で演 じ合った｡
ス

二区に属 していた善屋武盛宏氏等数名の青年 は首里か らの移住者で寒
ン ガー

水川芝居の役者出身であった ,富里某の手 ほどきを受 けて, ｢京太郎J

芸 を習得 し,二区の出 し物 として,はじめてそれを演 じ好評 を博 した｡

明治39年の初演か らかぞ えて25年 目のこの年 に轟の御願立の行事 とし

村芝居が催 され,そこで ｢京太郎｣が演 じられた｡

皇紀 2600年の祭典が各地で盛大に挙行 された｡中頭郡区では御祝輿

行事 として演芸大会が催 された｡

皇紀 2600年の祭典記念行事 として催 された中頭郡 演 芸大会 で泡瀬

の ｢京太郎｣芸が 1等賞 を受賞｡

美東国民学校々庭 にて上演,全校生徒に披露｡

明治39年泡瀬で初めて ｢京太郎｣が上演 されて以来,常 に ｢京太郎｣

芸の伝承 に中心的な役割 をはたして来た善屋武盛宏氏 を中心に ｢京太

郎｣の練習はじまる｡

喜屋武盛宏氏の記憶をたよりに,息子の盛実 ,盛俊両氏の他,数名の努

力によって ｢京太郎｣の演 目のそれぞれの歌詞が記録 されガ リバ ン刷

りでまとめ られた｡

林清国民等のよびかけで ｢泡瀬京太郎｣保存会の結成準備がすすめ ら

れ,本格的な保存活動は じまる｡

美里村美浦 (現泡瀬第一区)の美浦劇場で戦後初 めて ｢京太郎｣ を上演｡

｢泡瀬京太郎保存会｣ を結成｡会長 田里友吉氏,会員 拾数名｡

琉球政府文化財保護委員会よ り助成金を受ける｡

本田安次氏歓迎 ,琉球芸能鑑賞会に出演 ,当鑑賞会で喜屋武盛宏氏泡

瀬の ｢京太郎｣芸の由来について解説す. (沖縄タイムスホール )

第18回民俗芸能大会出演 (沖縄配電 ホール )

第 5回琉球フェスティバル出演 (琉球新報ホール )･

泡瀬京太郎保存会 ,伝統芸能の保存に努力 したことが認め られ琉球政

府文化財保護委員会 よ り表彰 さる｡

ふ るさとの歌まつ り出演 (NHKホ-ル )

コザ市 まつ りにア トラクシ ョン出演 (コザ総合運動場 )

沖縄県第 1回民俗芸能大会出演 (那覇市民会館 )
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昭和49年 (1974年)

昭和50年 (1975年)

昭和50年 (1975年)

昭和50年 (1975年)

昭和50年 (1975年)

昭和50年 (1975年)

昭和50年 (197,5年)

昭和51年 (1976年)

昭和52年 (1977年)

昭和53年 (1978年)

昭和53年(1978年)

昭和55年(1980年)

昭和55年 (1980年)

昭和55年 (1980年)

昭和58年 (1983年)

昭和58年 (1983年)

昭和59年 (1984年)

昭和59年 (1984年)

昭和60年(1985年)

昭和60年 (1985年)

昭和61年 (1986年)

昭和61年 (1986年)

文化庁移動芸術祭第16回九州地区民俗芸能大会出演

(長崎県大村市民会館 )

沖縄青年会議所主催沖縄芸能 まつ り出演 (沖縄市営体育館 )

第16回全国小中学校長会総会ア トラクシ ョン出演 (沖縄市営体育館 )

RBC納涼祭 り出演 (奥武山運動公園 )

沖縄市まつ り出演 (沖縄市総合運動場 )

サ ン トリー提供民謡大行進 出演 (海洋博会場 )

沖縄県第 3回民俗芸能大会出演 (海洋博 夕陽の広場 )

那覇まつ り,市民 フェスティバ ル出演 (奥武山運動公園 )

沖縄県第 5回民俗芸能大会出演 (那覇市民会館 )

高教組結成10周年記念中部支部第 1回文化祭賛助出演

(コザ高等学校体育館 )

第30回沖展ア トラクション出演 (首里高等学校 々庭 )

泡瀬の ｢京太郎｣沖縄県 よ り無形民俗文化財 に指定 される｡

沖縄県青年団協議会主催 ,青年郷土芸能まつ りに出演

(読谷村総合福祉セ ンター )

第15回全国史跡整備市町村協議会大会ア トラクシ ョン出演

(労働福祉会館 )

沖縄 ヒル トンホテルで ｢子供京太郎｣公演

与勝の里,愛の村慰問公演

名護 さくらまつ りア トラクシ ョン出演 (名護21世紀の森 )

緑寿園 (沖縄市 )慰問公演

沖縄県文化課 と宜野座村主催の文化講座で上演 (宜野座村中央公民館)

全 日本居合道大会 ア トラクシ ョン出演 (沖縄市営体育館 )

沖縄市教育委員会主催 ｢泡瀬京太郎｣鑑賞会で公演

(沖縄市立芸能館 )

沖縄県主催,泡瀬土地区画整理竣工祝賀会 ア トラクション出演

(美里工業高校体育館 )
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｢寿太郎｣図版
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